
 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路橋示方書の変遷 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

   一般社団法人 茨城県建設コンサルタンツ協会 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

中央自動車道において、2012 年 12 月 2 日に発生した笹子トンネル天井板落下事故を契機とし

て、道路法の改正が 2013 年に行われた。これに伴い橋梁、トンネル等については、2014 年 7 月

より、5 年に 1 回の頻度で近接目視による定期点検が全国にて開始され、今年は 10 年目の節目を

迎える。 

 定期点検において、健全性の診断区分が、早期に措置を講ずるべき状態（Ⅲ）との診断が下さ

れた場合には、原則として次回の点検（5 年以内）までに、何らかの措置を講じなければならな

い。そのために行う補修設計においては、まず、道路橋の建設年次や設計施工等が何に基づき、

何を用いて造られたか（カルテ）を知ることが重要で、建設当時の特徴や損傷劣化の要因につい

て把握する資料になる。次に、道路橋を構成する各部材を健全性の絶対評価（詳細調査試験等）

を用いることで、補修方法とその範囲等を決定するための指標とする。 

 しかし、道路橋の多くでは、竣工図書が保管されておらず、また、小規模な道路橋では、橋歴

板や塗歴板をはじめとした建設および補修履歴の記録さえ、存在していないのが実情である。補

修を行う際には、道路橋のカルテが実在しないことから、復元設計を行うことになり、多大な労

力と時間を費やすことは必至である。さらには、建設当時の基準書や使用材料は、現在使用され

ていないことが多く、補修補強設計ならびに施工の際には、補修材料等の特性について考慮する

とともに、再劣化を防ぐための注意を払わなければならない。 

近年の人口減少と生産人口の高齢化に伴い、今後ベテラン技術者の大量離職時期を迎えるため、

技術の継承を確実に行うことが喫緊の課題である。それらの課題を克服するためには、設計者の

世代に関係なく、誰にでも道路橋示方書の変遷を確認できる図書があれば、技術継承の一端を担

うとともに、設計業務の生産性向上に寄与するものと確信する次第である。 

 

 最後になりましたが、研究活動にあたりご指導ご協力いただきました皆様、ご多用の中、熱心

に研究活動をして頂きました委員の皆様に敬意と感謝を申し上げますとともに、本書がインフラ

メンテナンスに携わる皆様の一助になれば幸いであります。 

 

2023 年 12 月 

（一社）茨城県建設コンサルタンツ協会 

橋梁部会 部会長 藤枝英樹 
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道路法 第 29 条(道路の構造の原則) 
     第 30 条(道路の構造の基準) 

１.道路橋の技術基準体系 

設計・施工 

  
                                                   

（修繕の場合）               

 
 
 
・ 
 
 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（以下、道路協会図書）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

     【解説書】                                 【便覧等】           

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（以下、道路協会図書）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
 
 
 

道路の技術基準体系図 P.7 (国土交通省 道路局)令和 4年 4月 

一部加除修正 

道路法 第 42 条(道路の維持又は修繕)

道路構造令 第 35 条(橋、高架の道路等)  

道路構造令施行規則 第 5 条(橋、高架の道路等) 

都市局長、道路局長連盟通達 
「橋、高架の道路等の技術基準」  H29.7.21  

道路橋示方書 
・同解説 

鋼道路橋設計便覧 (令和 2 年 10 月)

道路震災対策便覧 (震前対策編)平成 18 年度版 (平成 18年 9 月) 

・多様な構造や新材料に対応する設計手法の導入 
(部分係数設計法、限界状態設計法) 

・長寿命化を合理的に実現するための規定の充実 
(設計供用期間 100 年を標準、維持管理の具体の方法明示等) 

鋼道路橋施工便覧 (令和 2 年 9 月)

鋼道路橋疲労設計便覧 (令和 2 年 9 月)

道路橋耐風設計便覧(平成 19年改訂版) (平成 20 年 1 月)

鋼道路橋防食便覧 (平成 26年 3月)

ｺﾝｸﾘｰﾄ道路橋設計便覧 (令和 2 年 9 月)

ｺﾝｸﾘｰﾄ道路橋施工便覧 (令和 2 年 9 月)

杭基礎設計便覧(令和 2 年度改訂版) (令和 2年 9 月)

杭基礎施工便覧(令和 2 年度改訂版) (令和 2年 9 月)

道路橋支承便覧(平成 30 年版) (平成 31年 2 月)

道路橋伸縮装置便覧 (昭和 45年 11 月)

鋼管矢板基礎設計施工便覧 (平成 9 年 12 月)

斜面上の深礎基礎設計施工便覧 (令和 3 年 10 月)

道路橋床版防水便覧 (平成 19年 3 月)

道路橋ｹｰﾌﾞﾙ構造便覧 (令和 3年 11 月)

道路震災対策便覧 (震災復旧編)平成 18 年度版 (平成 19年 3 月) 

-1-



2.道路橋示方書の変遷（Ⅰ 共通編） 
 
 

表 1.道路橋の技術基準の変遷 
年代 橋の等級・活荷重 鋼  橋 コンクリート橋 下部構造 耐震設計 摘　要

明治19年
(1886年)

(1)国県道の築造標準 設計荷重規定なし

大正8年
(1919年)

(2)道路構造令
(2)街路構造令

設計荷重3000貫
（11,250㎏f）

大正15年
(1926年)

(3)道路構造に関する細則案 (3)道路構造に関する細則案 (3)道路構造に関する細則案 (3)道路構造に関する細則案
設計荷重
（T-12）

昭和6年
(1931年)

〇鉄筋コンクリート標準示方書

昭和11年
(1936年)

〇鉄筋コンクリート標準示方書

昭和14年
(1939年)

(4)鋼道路橋設計示方書案
(4)鋼道路橋設計示方書案
(4)鋼道路橋製作示方書案

(4)鋼道路橋設計示方書案
設計荷重の改訂
（T-13）

昭和15年
(1940年)

(5)電弧溶接道路橋設計及製作示方書案
(6)木道路橋設計示方書案

〇鉄筋コンクリート標準示方書

昭和18年
(1943年)

〇無筋コンクリート標準示方書

昭和24年
(1949年)

〇コンクリート標準示方書

昭和30年
(1955年)

〇プレストレストコンクリート標準示方書

昭和31年
(1956年)

(7)鋼道路橋設計示方書
(7)鋼道路橋設計示方書
(7)鋼道路橋製作示方書

〇コンクリート標準示方書 (7)鋼道路橋設計示方書
設計荷重の改訂
（T-20）

昭和32年
(1957年)

(8)溶接鋼道路橋示方書

昭和33年
(1958年)

〇道路構造令

昭和34年
(1959年)

(9)鋼道路橋の合成桁設計施工指針

昭和36年
(1961年)

〇プレストレストコンクリート設計施工指針

昭和39年
(1964年)

(11)鋼道路橋設計示方書
(11)鋼道路橋設計示方書
(11)鋼道路橋製作示方書
(12)溶接鋼道路橋示方書

(13)鉄筋コンクリート道路橋設計示方書 (10)道路橋下部構造設計指針(くい基礎の設計篇) (11)鋼道路橋設計示方書
鉄筋コンクリート道路
橋における初めての設
計示方書

昭和40年
(1965年)

(14)鋼道路橋の合成ゲタ設計施工指針

昭和41年
(1966年)

(15)鋼道路橋高力ボルト摩擦接合設計施
工指針

(16)道路橋下部構造設計指針(調査及び設計一般篇)

昭和43年
(1968年)

(17)プレストレストコンクリート道路橋示方書
(18)道路橋下部構造設計指針(橋台・橋脚の設計篇)
(19)道路橋下部構造設計指針(直接基礎の設計篇)
(20)道路橋下部構造設計指針(くい基礎の施工篇)

昭和45年
(1970年)

〇道路構造令 (21)道路橋下部構造設計指針(ケーソン基礎の設計篇)

昭和46年
(1971年)

(22)道路橋耐震設計

昭和48年
(1973年)

(23)道路橋示方書(Ⅰ共通編)
(25)特定の路線にかかる橋，高
架の道路等の設計荷重

(23)道路橋示方書(Ⅱ鋼橋編) (24)道路橋下部構造設計指針(場所打ちぐい基礎の設計施工篇)
設計荷重の追加
（TT-43）

昭和51年
(1976年)

(26)道路橋下部構造設計指針(くい基礎の施工篇)

昭和52年
(1977年)

(27)道路橋下部構造設計指針(ケーソン基礎の施工篇)

昭和53年
(1978年)

(28)道路橋示方書(Ⅲコンクリート橋編)

昭和55年
(1980年)

(29)道路橋示方書(Ⅰ共通編) (29)道路橋示方書(Ⅱ鋼橋編) (29)道路橋示方書(Ⅳ下部構造編) (29)道路橋示方書(Ⅴ耐震設計編) 耐震性向上

昭和57年
(1982年)

〇道路構造令

昭和59年
(1984年)

(32)小規模吊橋指針 (31)道路橋塩害対策指針(案) (30)鋼管矢板基礎設計

平成2年
(1990年)

(33)道路橋示方書(Ⅰ共通編) (33)道路橋示方書(Ⅱ鋼橋編) (33)道路橋示方書(Ⅲコンクリート橋編) (33)道路橋示方書(Ⅳ下部構造編) (33)道路橋示方書(Ⅴ耐震設計編)

平成3年
(1991年)

(34)地中連続壁基礎設計施工指針

平成5年
(1993年)

〇道路構造令

平成6年
(1994年)

(35)道路橋示方書(Ⅰ共通編) (35)道路橋示方書(Ⅱ鋼橋編) (35)道路橋示方書(Ⅲコンクリート橋編) (35)道路橋示方書(Ⅳ下部構造編)
設計荷重の大型化
（T-25）

平成8年
(1996年)

(36)道路橋示方書(Ⅰ共通編) (36)道路橋示方書(Ⅱ鋼橋編) (36)道路橋示方書(Ⅲコンクリート橋編) (36)道路橋示方書(Ⅳ下部構造編) (36)道路橋示方書(Ⅴ耐震設計編) 耐震性向上

平成14年
(2002年)

(37)道路橋示方書(Ⅰ共通編) (37)道路橋示方書(Ⅱ鋼橋編) (37)道路橋示方書(Ⅲコンクリート橋編) (37)道路橋示方書(Ⅳ下部構造編) (37)道路橋示方書(Ⅴ耐震設計編)
性能規定化
耐久性向上

平成24年
(2012年)

(38)道路橋示方書(Ⅰ共通編) (38)道路橋示方書(Ⅱ鋼橋編) (38)道路橋示方書(Ⅲコンクリート橋編) (38)道路橋示方書(Ⅳ下部構造編) (38)道路橋示方書(Ⅴ耐震設計編)
維持管理、新たな知見
技術の反映

平成29年
(2017年)

(39)道路橋示方書(Ⅰ共通編) (39)道路橋示方書(Ⅱ鋼橋編) (39)道路橋示方書(Ⅲコンクリート橋編) (39)道路橋示方書(Ⅳ下部構造編) (39)道路橋示方書(Ⅴ耐震設計編)
設計供用期間の設定
部分係数法の導入

2022.6.1 現在
橋梁点検ハンドブック P.42.43

一部加除修正

注1)     (6)は木道路橋に関する基準であるが，便宜上鋼橋の欄に示した。
注2)     〇印は、道路橋の技術基準として取り扱ってはいないが，これに関連のあるものである。
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・
ロ

ー
ラ

ー
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

支
圧

等
に

対
す

る
許

容
応

力
度

が
定

め
ら

れ
た

 

 
 

S
1
4.

 2
(1

93
9)

 
鋼

道
路

橋
設

計
示

方
書

案
 

支
間

1
20

ｍ
以

下
 

一
等

橋
、

二
等

橋
の

規
定

に
変

更
 

・
一

等
橋

・
・

・
 

国
道

と
幅

員
8
ｍ

以
上

の
街

路
に

架
設

す
る

橋
 

・
二

等
橋

・
・

・
 

府
県

道
と

幅
員

4
ｍ

以
上

8
ｍ

未
満

の
街

路
に

架
設

す
る

橋
 

衝
撃

荷
重

の
見

直
し

 

車
両

荷
重

 

(
自

動
車

)
 

 
一

等
橋

:
1
3t

f 

 
二

等
橋

:
 
9t

f 

(
転

圧
機

)
 

 
一

等
橋

:
1
7t

f 

 
二

等
橋

:
1
4t

f 

等
分

布
荷

重
 

一
等

橋
:
 
50

0k
gf

/
㎡

 

二
等

橋
:
 
40

0k
gf

/
㎡

 

L
＜

3
0
ｍ

：
 
50

0k
g
f
/
㎡

 

3
0
ｍ

≦
L
＜
1
20

ｍ
：

(
5
4
5
-
1
.
5
L
)
kg

f
/
㎡

 

 
支

承
用

の
鉄

鋼
材

と
そ

の
許

容
応

力
度

、
桁

端
の

構
造

、
ピ

ン
・
伸

縮
(
可

動
)
支

承
、
ア

ン
カ

ー
ボ

ル

ト
の

構
造

細
目

が
定

め
ら

れ
た

 

 可
動

支
承

 

 
支

間
長

3
0
ｍ

以
下

の
場

合
 

 
 

 
す

べ
り

支
承

 

 
支

間
長

3
0
ｍ

以
上

の
鈑

桁
橋

の
場

合
 

 
 

 
ロ

ー
ラ

ー
支

承
 

 
 

 
ロ

ッ
カ

ー
支

承
 

 
 

 
青

銅
す

べ
り

支
承

 

 
支

間
長

3
0
ｍ

以
上

の
ト

ラ
ス

橋
の

場
合

 

 
 

 
ロ

ー
ラ

ー
支

承
 

 
 

 
ロ

ッ
カ

ー
支

承
 

 
 

 

-3-



道
路

橋
示

方
書

（
Ⅰ

共
通

編
）

の
変

遷
（

2
）

 

年
・
月

 
示
方

書
の

名
称
 

改
定
の

概
要
 

活
荷
重

の
変

遷
 

支
承
の
変

遷
 

伸
縮

装
置
の

変
遷
 

備
考

 

S
3
1.

 5
(1

95
6)

 
鋼

道
路

橋
設

計
示

方
書

 
床

版
お

よ
び

床
組

の
設

計
の

た
め

の
 

T
-
2
0
荷

重
の

規
定

(
一

等
橋

) 

主
桁

の
設

計
の

た
め

の
 

L
-
2
0
荷

重
の

規
定

(
一

等
橋

) 

自
動

車
荷

重
2
0t

(
一

等
橋
)
を

想
定

し
規

定
 

自
動

車
荷

重
 

 
一

等
橋

(
L
-2

0)
:2

0
t
f
(
T
-
2
0
)
 

二
等

橋
(
L
-1

4)
:1

4
t
f
(
T
-
1
4
)
 

線
荷

重
 

一
等

橋
(
L
-2

0)
:a

×
5
,
0
0
0
k
g
f
/
ｍ

 

二
等

橋
(
L
-1

4)
:
一

等
橋

の
70

％
 

等
分

布
荷

重
 

 
一

等
橋

(
L
-2

0)
 

L
≦

8
0
の

場
合

:
a
×

3
5
0
k
g
f
/
㎡

 

L
＞

8
0
の

場
合

:
a
×

(
4
3
0
-
L
)k

gf
/㎡

 

二
等

橋
(
L
-1

4)
:
一

等
橋

の
70

％
 

群
集

荷
重

 

床
版

・
床

組
:
5
00

k
g
f
/
㎡

 

主
桁

:
3
50

kg
f/

㎡
 

支
承

用
の

鉄
鋼

材
と

そ
の

許
容

応
力

度
を

追
加

し
、

桁
端

の
構

造
、

支
承

構
造

細
目

を
S
1
4(

19
39

)
の

示
方

書
と

ほ
ぼ

同
様

に
規

定
し

た
 

支
間

長
1
0
ｍ

以
上

で
は

平
面

支
承

を
用

い
な

い
こ

と
と

し
た

 

下
記

の
条

件
で

支
承

を
定

め
、

摩
擦

係
数

を
示

し
た

 

  
移

動
量

3
0
ｍ

ｍ
未

満
の

場
合

 

 
 

す
べ

り
支

承
 

(
鋼

と
鋼

,
鋼

と
鋳

鉄
,
鋼

と
リ

ン
青
銅

)
 

移
動

量
3
0
ｍ

ｍ
以

上
の

場
合
 

ロ
ー

ラ
ー

支
承

、
ロ

ッ
カ

ー
支

承
 

 

昭
和

3
0
年

代
に

は
、
摩

擦
係

数
が
小

さ
く

、
高

さ
も

低
い

す
べ

り
支

承
の

研
究

が
進

め
ら

れ
、

高
力

黄
銅

板
・
フ

ッ
素

樹
脂
・
密

閉
ゴ

ム
を

用
い

た
支

承
板

支
承

、

硬
高

度
鋼

を
用

い
た

ロ
ー

ラ
ー

支
承

が
開

発
さ

れ
た

 

 
ゴ

ム
支

承
も

海
外

か
ら

の
導

入
、

あ
る

い
は

国
内

で

開
発

さ
れ

、
中

小
支

間
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
で

用
い

ら

れ
た

 

 
床

版
お

よ
び

床
組

の

設
計

:
T
荷

重
 

 主
桁

の
設

計
:
L
荷

重
 

 a
=
1
-
(
w
-
5
.5

)/
50
 

(
1
≧

a
≧

0
.7

5)
 

 w
=
L

荷
重

の
載

荷
幅

(
ｍ

) 

S
3
9.

 8
(1

96
4)

 
鋼

道
路

橋
設

計
示

方
書

 
適

用
支

間
1
50

ｍ
以

下
 

活
荷

重
の

載
荷

方
法

に
関

し
て

 

主
載

荷
幅

5
.5

ｍ
と

残
り

の
部

分
に

分
割

 

自
動

車
荷

重
 

 
同

上
 

線
荷

重
 

一
等

橋
(
L
-2

0)
:5

,
0
0
0
k
g
f
/
ｍ

 

二
等

橋
(
L
-1

4)
：

一
等

橋
の

7
0
％

 

等
分

布
荷

重
 

 
一

等
橋

(
L
-2

0)
 

L
≦

8
0
の

場
合

:
3
5
0
k
g
f
/
㎡

 

L
＞

8
0
の

場
合

:
 

4
3
0-

L(
kg

f/
㎡

)
 

4
3
0
-
L
≧

3
0
0
(
kg

f
/
㎡

) 

二
等

橋
(
L
-1

4)
:
一

等
橋

の
70

％
 

群
集

荷
重

 

従
載

荷
荷

重
:
主

載
荷

荷
重

の
50

％
 

支
承

用
の

鉄
鋼

材
と

そ
の

許
容

応
力

度
が

追
加

さ

れ
、

負
の

反
力

の
規

定
が

盛
り

込
ま

れ
た

 

 
鋼

と
リ

ン
青

銅
の

す
べ

り
支

承
が

削
除

さ
れ

、
鋼

と

鋳
鋼

の
す

べ
り

支
承

と
支

承
板

支
承

の
摩

擦
係

数
が

示
さ

れ
た

 

 
ロ

ッ
カ

ー
支

承
の

転
倒

防
止

と
桁

受
け

の
設

置
が

定
め

ら
れ

た
 

 
 

S
4
7.

 3
(1

97
2)

 
道

路
橋

示
方

書
 

適
用

支
間

2
00

ｍ
以

下
 

Ⅰ
共

通
編

、
Ⅱ

鋼
橋

編
を

制
定

 

自
動

車
荷

重
 

 
一

等
橋

(
L
-2

0)
:2

0
t
f
(
T
-
2
0
)
 

二
等

橋
(
T
-1

4)
:1

4
t
f
(
T
-
1
4
)
 

等
分

布
荷

重
 

同
上

 

群
集

荷
重

 

床
版

・
床

組
:
5
00

k
g
f
/
㎡

 

主
桁

 

L
≦

8
0
の

場
合

:
3
5
0
k
g
f
/
㎡

 

8
0
＜

L
≦
1
30

の
場

合
 

4
3
0-

L(
kg

f/
㎡

) 

L
＞

1
30

 

3
0
0k

gf
/
㎡
 

支
承

用
の

鉄
鋼

材
と

そ
の

許
容

応
力

度
が

追
加

さ

れ
、

ロ
ー

ラ
ー

支
承

、
ロ

ッ
カ

ー
支

承
、

フ
ッ

素
樹

脂

支
承

板
支

承
、

高
力

黄
銅

鋳
物

支
承

板
支

承
、

鋳
物

の

線
支

承
、

鋼
の

線
支

承
の

摩
擦

係
数

が
示

さ
れ

た
 

 ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
 

 
小

径
:
2
5
ｍ

ｍ
以

上
 

 
埋

込
長

さ
:
直

径
の

1
0
倍

以
上

 

ソ
ー

ル
プ

レ
ー

ト
お

よ
び

ベ
ー

ス
プ

レ
ー

ト
 

 
板

厚
:
原

則
22

ｍ
ｍ

以
上

 

 主
要

部
の

小
厚

 
2
5
ｍ

ｍ
 

鋳
鉄

を
用

い
る

場
合

に
は

小
厚

3
5
ｍ

ｍ
 

 
設

置
す

る
道

路
の

性
格

、
橋

の
形

式
、

必
要

伸
縮

量
を

基
本

と
し

て
、
全

体
的

な

耐
久

性
、

平
坦

性
、

排
水

性
と

水
密

性
、

施
工

性
、
補

修
性

、
経

済
性

等
を
考

慮
し

て
定

め
る

と
基

本
事

項
を

示
し

た
 

 
設

計
施

工
に

は
S
4
5
(1

97
0
)
刊

行
の

「
道

路
橋

伸
縮

装
置

便
覧

」
を

推
奨

し
て

い
る

 

 

 

-4-



道
路

橋
示

方
書

（
Ⅰ

共
通

編
）

の
変

遷
（

3
）

 

年
・
月

 
示

方
書
の

名
称

 
改
定
の

概
要

 
活
荷

重
の
変

遷
 

支
承
の

変
遷

 
伸
縮
装

置
の

変
遷

 
備
考

 

S
4
8.

 4
(1

97
3)

 
特

定
の

路
線

に
か

か
る

橋
、高

架
の

道
路

等
の

技
術

基
準

に
つ

い
て

 

T
T
-4
3
の

規
定

 
港

湾
道

路
,
高

速
自

動
車

国
道

,
そ

の
他

:
 

4
3
tf

(T
T-

43
) 

 
 

 

道
路

橋
支

承
便

覧
 

 
 

支
承

の
設

計
・

製
作

・
施

工
・

維
持

管
理

の
基

本
事

項
を

整
理

 

線
支

承
、
支

承
板

支
承

、
ピ

ン
支

承
、
ピ

ボ
ッ

ト
支

承
、
ロ

ー
ラ

ー
支

承
、
ゴ

ム
支

承
、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ヒ

ン
ジ

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト

ロ
ッ

カ
ー

等
の

設
計

例
を

示
し

た
 

 
 

S
5
1
（
1
97

6
）
 

S
5
4
（
1
97

9
）
 

道
路

橋
支

承
標

準
設

計
 

道
路

橋
支

承
便

覧
の

制
定

に
伴

い
作

成
さ

れ
た

 
 

ゴ
ム

支
承
・
す

べ
り

支
承

、
ピ

ン
支

承
・
こ

ろ
が

り
支

承
の

標
準

設
計

が
作

成
さ

れ
た

 

 
 

S
5
3(

19
78

) 
道

路
橋

示
方

書
 

「
Ⅲ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
編

」
を

制
定

 
 

支
承

の
作

用
す

る
負

反
力

の
規

定
の

充
実

が
図

ら
れ

た
 

 
 

S
5
5.

 2
(1

98
0)

 
道

路
橋

示
方

書
 

T
T
-4
3
荷

重
の

規
定

 

「
Ⅳ

下
部

構
造

編
」、
「

Ⅴ
耐

震
構

造
編

」
を

制
定

 

「
Ⅰ

共
通

編
」
、「

Ⅱ
鋼

橋
編

」
を

改
訂

 

S
4
7.

3(
19

72
)
「

道
路

橋
示

方
書

」
の

内
容

に

S
4
8.

4(
19

73
)「

特
定

路
線

に
架

か
る

橋
、
高

架
の

道
路

等
の

技
術

基
準

に
つ

い
て

」
の

T
T
-4

3
を

追

加
 

Ⅱ
鋼

橋
編

 

耐
震

上
の

配
慮

か
ら

鋳
鉄

製
の

支
障

は
し

な
い

よ
う

示
さ

れ

る
と

と
も

に
、
支

承
に

作
用

す
る

負
の

反
力

の
算

定
式

の
内

容

追
加

が
行

わ
れ

た
 

Ⅴ
耐

震
設

計
編

 

支
承

部
と

落
橋

防
止

構
造

の
規

定
が

改
め

ら
れ

た
 

 
 

Ｓ
5
7
（

19
82

）
 

道
路

橋
支

承
標

準
設

計
 

S
55

道
路

橋
示

方
書
「

Ⅴ
耐

震
構

造
編

」
の

改
訂

に
伴

い
見

直
し

が
行

わ
れ

た
 

 
ゴ

ム
支

承
・
す

べ
り

支
承

と
ピ

ン
支

承
・
こ

ろ
が

り
支

承
の

見
直

し
が

行
わ

れ
た

 

 
 

H
 
2.

 2
(1

99
0)

 
道

路
橋

示
方

書
 

耐
震

設
計

法
の

充
実

 

(
保

有
水

平
耐

力
照

査
法

の
規

定
) 

 
照

査
す

べ
き

荷
重

の
組

み
合

わ
せ

と
し

て
従

前
の

示
方

書
に

規

定
さ

れ
て

い
た

「
活

荷
重

お
よ

び
衝

撃
以

外
の

主
荷

重
＋

地
震

の
影

響
(
Ｅ

Ｑ
)
＋

温
度

変
化

の
影
響

(
Ｔ

)
」

が
削

除
 

鋳
鉄

製
の

支
承

に
関

す
る

規
定

が
削

除
さ

れ
た

 

 
 

H
 
5.

11
(1

99
3)

 
道

路
橋

示
方

書
 

活
荷

重
を

変
更

 

(
Ａ

活
荷

重
、

Ｂ
活

荷
重

)
 

一
等

橋
、

二
等

橋
の

区
分

廃
止

 

Ｔ
荷

重
、

Ｌ
荷

重
の

載
荷

方
法

の
 

規
定

の
見

直
し

 

自
動

車
荷

重
2
5t

に
想

定
し

規
定

 
 

Ａ
活

荷
重
：
2
5
tf

の
大

型
の

走
行

頻
度

が
低

い
状

況
を

想
定

 

Ｂ
活

荷
重
：
2
5
tf

の
大

型
の

走
行

頻
度

が
高

い
状

況
を

想
定

 

 
 

 

H
 
8.

12
(1

99
6)

 
道

路
橋

示
方

書
 

兵
庫

県
南

部
地

震
を

契
機

と
す

る
耐

震
設

計
の

強
化

 
 

支
承

部
も

橋
を

構
成

す
る

主
要

構
造

部
材

の
一

つ
と

し
て

、

上
部

構
造

に
作

用
す

る
慣

性
力

を
確

実
に

伝
達

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

、
新

た
に

規
定

さ
れ

た
設

計
地

震
力

(
水

平

方
向

、
鉛

直
方

向
)
に

対
し

て
設

計
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

 

 
支

承
部

は
、
タ

イ
プ

Ｂ
の

支
承

部
を

基
本

と
し

、
一

定
の

条
件

下
で

や
む

を
得

な
い

場
合

は
タ

イ
プ

Ａ
の

支
承

部
と

し
て

も
よ

い
こ

と
が

規
定

さ
れ

た
 

 
具

体
的

な
規

定
の

な
か

っ
た

免
振

設
計

に
つ

い
て

も
、

地
震

力
の

分
散

と
高

減
衰

化
に

重
点

を
お

い
た

免
振

設
計

補
と

し
て

新
た

に
規

定
さ

れ
た

 

Ⅰ
共

通
編

 

 
負

反
力

の
算

定
補

が
修

正
さ

れ
た

 

Ⅴ
耐

震
設

計
編

 

タ
イ

プ
Ｂ

の
支

承
部

 

支
承

部
単

独
で

等
価

水
平

震
度

に
相

当
す

る
慣

性
力

に
抵

抗
す

る
場

合
に

用
い

る
支

承
 

タ
イ

プ
Ａ

の
支

承
部

 

落
橋

防
止

シ
ス

テ
ム

と
補

完
し

合
っ

て
慣

性
力

に
抵

抗
す

る
場

合
に

用
い

る
支

承
 

 
設

計
地

震
力

、
安

全
性

の
照

査
法

、
支

承
部

構
造

(
ゴ

ム
支

承
、

鋼
製

支
承

、
上

部
構

造
へ

の
取

付
け

部
)
等

を
定

め
た
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道
路

橋
示

方
書

（
Ⅰ

共
通

編
）

の
変

遷
（

4
）

 

年
・

月
 

示
方

書
の

名
称

 
改

定
の
概

要
 

活
荷

重
の
変

遷
 

支
承

の
変

遷
 

伸
縮
装

置
の
変

遷
 

備
考

 

H
1
4.

 3
(2

00
2)

 
道

路
橋

示
方

書
 

橋
に

要
求

さ
れ

る
性

能
お

よ
び

橋
を

設
計

す
る

う

え
で

常
に

留
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
基

本
的

な

事
項

を
設

計
の

基
本

理
念

と
し

て
明

示
し

た
 

材
料

に
要

求
さ

れ
る

事
項

を
明

示
し

た
 

構
造

用
ワ

イ
ヤ

ロ
ー

プ
や

平
行

線
ス

ト
ラ

ン
ド

に

関
す

る
規

定
を

追
加

し
た

 

支
承

部
、
伸

縮
装

置
の

設
計

上
の

要
求

事
項

を
明

示

し
、

設
計

方
法

に
つ

い
て

規
定

し
た

 

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

の
橋

面
舗

装
へ

の
防

水
層

等
の

設

置
を

明
確

に
し

た
 

単
位

の
変

更
:
t
f
,
kg

f/
㎡

→
kN

、
kN

/
㎡
 

支
承

部
に

関
し

て
、
要

求
性

能
、
作

用
力

、
移

動
量

、
上

下
部

構
造

と
の

連
結

構
造

、
耐

久
性

に
対

す
る

配
慮

等
を

定

め
た

 

要
求

性
能

と
し

て
、
上

部
構

造
か

ら
伝

達
さ

れ
る

荷
重

を

確
実

に
下

部
構

造
に

伝
達

す
る

こ
と

、
活

荷
重

や
温

度
変

化

等
に

よ
る

上
部

構
造

の
伸

縮
や

回
転

に
追

随
し

、
上

部
構

造

と
下

部
構

造
の

相
対

的
な

変
異

を
吸

収
す

る
 

伸
縮

装
置

の
要

求
性

能
、

設
計

伸
縮

量
、

作
用

力
等

が
示

さ
れ

た
 

要
求

性
能

と
し

て
、

桁
の

温
度

変
化

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

乾
燥

収
縮

、
ク

リ
ー

プ
、

活
荷

重
等

に
よ

る
橋

の
変

形
が

生

じ
た

場
合

に
も

、
車

両
が

支
障

な
く

走
行

で
き

る
路

面
の

平

坦
性

を
確

保
す

る
 

車
両

通
行

に
対

し
て

耐
久

性
を

有
す

る
 

雨
水

の
侵

入
に

対
し

て
水

密
性

を
有

す
る

 

車
両

通
行

に
よ

る
有

害
な

騒
音

・
振

動
を

発
生

し
な

い
 

レ
ベ

ル
1
地

震
動

に
対

し
て

損
傷

を
生

じ
な

い
 

施
工

、
維

持
管

理
、

補
修

の
容

易
さ

に
配

慮
し

た
構

造
等

を
挙

げ
て

い
る

 

 

H
2
4.

2(
20

12
) 

道
路

橋
示

方
書

 
維

持
管

理
の

容
易

さ
に

加
え

、
確

実
性

に
つ

い
て

も

考
慮

す
べ

き
こ

と
が

規
定

さ
れ

た
 

供
用

期
間

中
に

予
定

す
る

維
持

管
理

の
方

法
や

必

要
と

な
る

維
持

管
理

設
備

等
に

つ
い

て
、
設

計
段

階

か
ら

適
切

に
配

慮
す

る
こ

と
が

規
定

さ
れ

た
 

維
持

管
理

を
行

う
た

め
に

必
要

と
な

る
調

査
、

設

計
、

施
工

、
品

質
管

理
等

の
各

種
記

録
に

つ
い

て
、

保
存

す
る

こ
と

が
規

定
さ

れ
た

 

一
部

の
部

材
の

損
傷

等
が

原
因

と
な

っ
て

、
橋

の
崩

落
等

の
致

命
的

な
状

態
と

な
る

可
能

性
に

つ
い

て

配
慮

し
て

構
造

設
計

す
る

こ
と

が
規

定
さ

れ
た

 

 東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

を
契

機
と

す
る

設
計

地

震
動

の
見

直
し

 

構
造

設
計

上
の

維
持

管
理

へ
の

配
慮

事
項

を
規

定
 

(
具

体
的

な
方

法
に

つ
い

て
の

規
定

は
な

し
)
 

 
レ

ベ
ル

2
地

震
動

に
よ

り
生

じ
た

水
平

力
に

対
し

て
変

位

制
限

構
造

と
補

完
し

あ
っ

て
抵

抗
す

る
構

造
(
従

前
の

タ
イ

プ
Ａ

)
の

規
定

を
削

除
し

、
レ

ベ
ル

2
地

震
動

に
対

し
て

支

承
部

の
機

能
が

確
保

で
き

る
支

承
(
従

前
の

タ
イ

プ
Ｂ

)
の

み
を

定
め

た
 

変
位

制
限

構
造

の
規

定
も

削
除

し
た

 

ま
た

、
支

承
部

に
求

め
ら

れ
る

機
能

の
関

す
る

基
本

条
件

を

明
確

に
し

た
 

①
支

承
部

は
簡

単
な

機
構

で
確

実
に

機
能

す
る

構
造

と
す

る
こ

と
 

②
支

承
部

の
機

能
が

失
わ

れ
る

状
態

が
明

ら
か

で
あ

り
、
そ

の
状

態
に

対
す

る
安

全
性

が
確

保
で

き
る

こ
と

と
、
供

用
期

間
中

に
発

生
す

る
地

震
に

よ
る

作
用

に
対

し
て

安
定

し
て

挙
動

す
る

こ
と

が
使

用
条

件
を

考
慮

し
た

実
験

に
よ

り
明

ら
か

で
あ

る
こ

と
 

③
地

震
に

よ
る

作
用

を
受

け
る

支
承

部
の

力
学

的
特

性
を

評
価

す
る

方
法

が
明

ら
か

で
あ

る
こ

と
 

 
 

H
2
9.

11
(2

00
7)

 
道

路
橋

示
方

書
 

橋
の

設
計

供
用

期
間

が
定

義
さ

れ
た

 

橋
の

耐
久

性
能

に
関

わ
る

要
求

性
能

が
、
設

計
状

況

と
橋

の
状

況
の

関
係

で
規

定
さ

れ
た

 

橋
の

照
査

に
つ

い
て

、
従

来
の

許
容

応
力

度
法

に
替

え
、

部
分

係
数

法
が

採
用

さ
れ

た
 

橋
の

耐
荷

性
能

の
照

査
に

て
設

計
状

況
を

代
表

さ

せ
る

荷
重

組
合

せ
は

、
設

計
供

用
期

間
中

の
荷

重
組

合
せ

と
し

て
確

立
的

な
性

質
も

勘
案

し
な

が
ら

設

計
共

用
期

間
中

に
橋

が
置

か
れ

る
状

況
を

代
表

す

る
も

の
と

し
て

規
定

さ
れ

た
 

従
来

の
許

容
応

力
度

や
そ

の
割

増
係

数
、
荷

重
の

組

み
合

わ
せ

も
廃

止
さ

れ
た

 

橋
の

限
界

状
態

、
上

部
構

造
、
下

部
構

造
お

よ
び

上

下
部

接
続

部
の

限
界

状
態

、
部

材
の

限
界

状
態

が
体

系
的

に
規

定
さ

れ
た

 

橋
の

耐
久

性
能

が
定

義
さ

れ
た

 

 

 
 

 
 

【
参

考
文

献
】
「

橋
梁

点
検

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
 

（
財

）
道

路
保

全
技

術
セ

ン
タ

－
 

道
路

構
造

物
保

全
研

究
会

 
鹿

島
出

版
会

 
H
1
8.

12
 

「
保

全
技

術
者

の
た

め
の

橋
梁

構
造

の
基

礎
知

識
［

改
訂

版
］
」

 
 
 

多
田

宏
行

 
鹿

島
出

版
会

 

「
道

路
橋

技
術

基
準

の
変

遷
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藤

原
 

稔
 

技
報

堂
出

版
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2
.
1
.
道

路
橋

設
計

活
荷

重
の

変
遷

（
1
）

 

名
 

称
 

橋
の

等
級
 

活
荷
重

 
衝
撃

係
数
 

道
路

の
種

類
 

等
級
 

車
 

 
 

道
 

歩
 

 
道
 

載
荷
の

方
法
 

 

車
両
荷

重
 

等
分
布
荷

重
 

(
大

正
8
年

、
1
5
年

（
1
9
1
9
年

、
1
9
2
6
年

）
 

で
は

、
群

集
荷

重
と

称
す

）
 

群
集

荷
重
 

(
昭

和
1
4
年

（
1
9
3
9
年

）
で

は
、

 

等
分

布
荷

重
と

称
す

）
 

自
動
車
 

転
圧
機

 

明
治

1
9
年

 
(1

88
6
年

）
8
月
 

国
県

道
の

築
造

標
準

 

(
内

務
省

訓
令

第
13

号
) 

国
道

 

県
道

 

規
定

な
し

 
規

定
な

し
 

車
道

・
歩

道
の

区
分

な
し

 

4
00

貫
/
坪

(
45

0k
gf

/
㎡
)
 

橋
上

満
面

に
積

載
す

る
 

規
定

な
し

 

大
正

8
年

(1
91
9
年

)1
2
月
 

道
路

構
造

令
お

よ
び

街
路

構
造

令
 

(
内

務
省

令
) 

街
路

 
 

3
0
00

貫
 

(
1
12

50
kg

f)
 

1
5
t
f 

1
5
貫

／
7
尺

2 (
61

3
k
g
f
/
㎡

) 

径
間

に
応

じ
相

当
軽

減
す

る
こ

と
を

得
 

 

規
定

な
し
 

国
道

 
 

2
1
00

貫
 

(
7
8
7
5
k
g
f
)
 

1
2
t
f 

1
2
貫

／
7
尺

2 (
49

0
k
g
f
/
㎡

) 

径
間

に
応

じ
相

当
軽

減
す

る
こ

と
を

得
 

府
県

道
 

 
1
7
00

貫
 

(
6
3
7
5
k
g
f
)
 

規
定

な
し

 
1
2
貫

／
7
尺

2 (
49

0
k
g
f
/
㎡

) 

径
間

に
応

じ
相

当
軽

減
す

る
こ

と
を

得
 

大
正

1
5
年

(
19

26
年
)
6
月
 

道
路

構
造

令
に

関
す

る
細

則
案

 

(
内

務
省

土
木

局
)
 

街
路

 
一

等
橋

 
1
2
tf

 
1
4
tf
 

〇
主

桁
、

主
溝

 

1
2
0
 
0
0
0
 
/
 
(
1
7
0
+L

) 
≦

 6
00

kg
f/

㎡
 

〇
主

桁
、

主
溝

以
外

 

6
0
0
k
g
f
/
m
2
 

〇
主

桁
、

主
溝

 

1
0
0 

00
0 

/ 
(1

70
+L

) 
≦

 5
0
0
k
g
f
/
㎡

 

〇
主

桁
、

主
溝

以
外

 

5
0
0k

gf
/m

2 

1
.  

自
動

車
は

橋
梁

の
縦

方

向
に

1
台

と
す

る
 

2
. 

転
圧

機
は

1
橋

梁
に

つ

き
1
台

と
し

他
の

車
両

と
同

時
に

載
荷

し
な

い
 

3
. 

車
両

は
横

の
方

向
に

4

台
ま

で
 

4
. 

群
集

荷
重

は
自

動
車

・

転
圧

機
の

左
右

前
後

に

等
分

布
す

る
 

ｉ
＝

2
0
/(

60
+L

)
≦
0
.
3 

(
群

集
荷

重
、

転
圧

機
荷

重
は

衝
撃

を
生

ぜ
し

め
な

い
)
 

国
道

 
二

等
橋

 
8
t
f 

1
1
tf
 

〇
主

桁
、

主
溝

 

1
0
0
 
0
0
0
 
/
 
(
1
7
0
+L

) 
≦

 5
00

kg
f/

㎡
 

〇
主

桁
、

主
溝

以
外

 

5
0
0
k
g
f
/
㎡

 

〇
主

桁
、

主
溝

 

8
0
 0

00
 /

 (
17

0+
L)

 
≦
 
40

0
k
g
f
/
㎡

 

〇
主

桁
、

主
溝

以
外

 

4
0
0k

gf
/
㎡
 

府
県

道
 

三
等

橋
 

6
t
f 

8
t
f
 

二
等

橋
に

同
じ

 
二

等
橋

に
同

じ
 

昭
和

1
4
年

（
1
93

9
年

）
2
月
 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
案

 

(
内

務
省

土
木

局
)
 

国
道

お
よ

び
小

路
(
Ⅰ

) 

等
以

上
の

街
路

 

一
等

橋
 

1
3
tf

 
1
7
tf

 
L
＜

3
0
m
 

 
5
0
0k

gf
/
㎡

 

3
0
m 

≦
 L

 
≦
 
1
2
0
ｍ

 
（

5
4
5
－

1.
5
Ｌ

）
k
g
f/

㎡
 

1
.  

自
動

車
は

橋
梁

の
縦

方

向
に

1
台

、
横

方
向

に

制
限

し
な

い
 

2
. 

転
圧

機
は

1
橋

梁
に

つ

き
1
台

で
他

の
活

荷
重

と
同

時
に

載
荷

し
な

い
 

3
. 

等
分

布
荷

重
は

自
動

車

の
前

後
左

右
に

分
布
 

車
道

の
床

版
縦

桁
の

設

計
に

は
考

え
な

い
 

ｉ
＝

2
0
/(

50
+L

)
≦
0
.
3 

(
歩

道
の

等
分

布
荷

重
、

転
圧

機
荷

重
は

衝
撃

を
生

ぜ
し

め
な

い
)
 

府
県

道
お

よ
び

⼩
路

(Ⅱ
)

等
以

上
の

街
路

 
⼆

等
橋

 
9t

f 
14

tf 
L＜

30
m

  
40

0k
gf

/㎡
 

30
m

 ≦
 L

 ≦
 1

20
ｍ

 （
43

0－
1.

5Ｌ
）

kg
f/

㎡
 

 
(注

) 
 ⼩

路
(Ⅰ

)等
・・

・幅
員

8ｍ
以

上
の

街
路

 
  

  
  

  
  

⼩
路

(Ⅱ
)等

・・
・幅

員
4ｍ

以
上

8ｍ
未

満
の

街
路
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道
路

橋
設

計
活

荷
重

の
変

遷
（

2
）

 

名
称

 

橋
の
等

級
 

活
荷
重
 

衝
撃
係
数
 

道
路

の
種

類
 

等
級
 

車
道

 
歩
道
 

群
集

荷
重
 

車
両

荷
重
 

等
分
布
荷

重
 

載
荷
の

方
法
 

昭
和

3
1
年

（
1
95

6
年

）
5
月

 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
 

（
建

設
省

道
路

局
長

）
 

一
級

国
道

、
 

二
級

国
道

、
 

主
要

地
方

道
 

一
等

橋
 

2
0
t
f
（

Ｔ
-
2
0
）

 
荷

重
 

線
荷

重
 

K
g
f/

m 

等
分

布
荷

重
k
gf

/
㎡

 
床

版
お

よ
び

床
組

 

5
0
0
k
g
f
/
㎡

 

主
桁

 3
5
0
k
g
f
/
㎡

 

1
.
 

床
版

お
よ

び
床

組
の

車
道

部
は

Ｔ
荷

重
と

し
、
自

動
車

は

縦
方

向
に

1
台

、
横

方
向

に
制

限
し

な
い

 

2
.
 

主
桁

に
は

Ｌ
荷

重
と

し
載

荷
範

囲
は

制
限

し
な

い
 

線
荷

重
は

1
橋

に
つ

き
1
個

 

ｉ
＝

2
0
／

（
5
0
+
Ｌ

）
 

（
歩

道
の

群
集

荷
重

は
衝

撃
を

生
ぜ

し
め

な
い

）
 

Ｌ
≦

8
0
 

Ｌ
＞

8
0
 

Ｌ
-
2
0 

α
×

5
0
00
 

α
×

3
5
0
 

α
×

（
4
3
0
-
Ｌ

）
 

都
道

府
県

道
 

市
町

村
道

 

二
等

橋
 

1
4
t
f
（

Ｔ
-
1
4
）

 
Ｌ

-
1
4 

一
等

橋
の

7
0
％

 
 

（
注

）
床

版
お

よ
び

床
組

の
設

計
・

・
・

Ｔ
荷

重
 

主
桁

の
設

計
・

・
・

・
・

・
・

・
Ｌ

荷
重

 

（
注

）
 
α

＝
1
-
（

ω
-
5.

5
）

/
 
5
0
（

1
 
≧

 
α

 
≧

 
0
.
7
5
）

 

 
 

 
 

 
ω

＝
Ｌ

荷
重

の
載

荷
幅

（
m
）

 

昭
和

3
9
年

（
1
96

4
年

）
8
月

 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
 

（
建

設
省

道
路

局
長

）
 

同
上

 
同

上
 

荷
重

 
主

載
荷

荷
重

（
幅

5
.5

m
）
 

従
載

荷
 

荷
重

 

同
上

 
同

上
 

同
上

 

線
荷

重
 

Ｐ
 

k
g
f/

m 

等
分

布
荷

重
p 

K
g
f/

㎡
 

主
載

荷
 

荷
重

の
 

5
0
％
 

Ｌ
≦

8
0
 

Ｌ
＞

8
0 

Ｌ
-
2
0 

5
0
00
 

3
5
0 

4
3
0
-
Ｌ

≧
3
0
0 

Ｌ
-
1
4 

一
等

橋
の

7
0
％

 

昭
和

4
7
年

（
1
97

2
年

）
3
月

 

道
路

橋
示

方
書

共
通

編
 

(
建

設
省

都
市

局
長

、
道

路
局

長
) 

一
般

国
道

、
 

都
道

府
県

道
、

 

市
町

村
道

 

一
等

橋
 

2
0
tf

（
Ｔ

-
2
0
）

 

同
上

 

床
版

お
よ

び
床

組
 

 
5
0
0k

gf
/
㎡
 

主
桁

は
下

段
に

す

る
 

同
上

 

橋
種

 
衝

撃
係

数
i
 

備
考

 

鋼
橋

 
i
＝

2
0/

(
5
0
+
Ｌ

)
 

 

都
道

府
県

道
 

市
町

村
道

 
二

等
橋

 
1
4
tf

（
Ｔ

-
1
4
）

 
鉄

筋
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
 

i
＝

2
0/

(5
0
+
Ｌ

)
 

Ｔ
荷

重
 

i＝
 7
/(
20
+Ｌ

) 
Ｌ

荷
重

 

（
注

）
床

版
お

よ
び

床
組

の
設

計
・

・
・

Ｔ
荷

重
 

主
桁

の
設

計
・

・
・

・
・

・
・

・
Ｌ

荷
重

 

支
間

（
m
）

 
Ｌ

≦
8
0 

8
0
＜

Ｌ
≦

13
0 

Ｌ
＞

1
3
0
 

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
 

i
＝

2
0/

(5
0
+
Ｌ

)
 

Ｔ
荷

重
 

荷
重

（
k
g
f/

㎡
）

 
3
5
0 

4
3
0
-
Ｌ

 
3
0
0
 

i＝
10
/(
25
+Ｌ

) 
Ｌ

荷
重

 

昭
和

4
8
年

（
1
97

3
年

）
4
月

 

特
定

の
路

線
に

か
か

る
橋

、
高

架
の

道

路
等

の
技

術
基

準
に

つ
い

て
 

（
建

設
省

都
市

局
長

、
道

路
局

長
）

 

湾
岸

道
路

 

高
速

自
動

車
国

道
 

そ
の

他
 

4
3
tf

(T
T
-
4
3
）

 
 

1
.
 

床
版

お
よ

び
床

組
の

車
道

部
は

Ｔ
Ｔ

-
4
3
を

縦
方

向
1
台

、

横
方

向
2
台

と
し

、
横

方
向

に

Ｔ
-
2
0
を

載
荷

す
る

 

2
.
 

主
桁

に
は

Ｌ
-
20

と
し

主
載

荷
重

部
に

Ｔ
Ｔ

-
43

を
横

方
向

に
2
台

載
荷

す
る
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道
路

橋
設

計
活

荷
重

の
変

遷
（

3
）

 

名
称
 

橋
の
等

級
 

活
荷

重
 

衝
撃

係
数
 

道
路

の
種

類
 

等
級

 
車

道
 

歩
道

 
載

荷
の

方
法
 

車
両
荷
重
 

等
分

布
荷
重
 

群
集

荷
重
 

昭
和

5
5
年

（
1
98

0
年

）
2
月

 

道
路

橋
示

方
書

Ⅰ
共

通
編

 

(
建

設
省

都
市

局
長

、
道

路
局

長
) 

一
般

国
道

、
 

都
道

府
県

道
、

 

市
町

村
道

 

一
等

橋
 

2
0
t
f 

(
Ｔ

-
20

) 

荷
重

 
主

載
荷

荷
重

(
幅

5
.
5
m
)
 

従
載

荷
荷

重
 

床
版

お
よ

び
床

組
 

 
5
0
0k

gf
/
㎡
 

主
桁

は
下

段
に

す
る

 

1
.
 

床
版

お
よ

び
床

組

の
車

道
部

は
Ｔ

荷
重

と
し

、
自

動
車

は
縦

方
向

に
1
台

、
横

方

向
に

制
限

し
な

い
 

2
.
 

主
桁

に
は

Ｌ
荷

重

と
し

載
荷

範
囲

は
制

限
し

な
い

 
線

荷
重

は
1
橋

に
つ

き
1
個
 

橋
種

 
衝

撃
係

数
i 

備
考

 

線
荷

重
 

Ｐ
 

K
g
f
/
m
 

等
分

布
荷

重
p
 

kg
f/

㎡
 

主
載

荷
荷

重
 

の
5
0
％

 
鋼

橋
 

i＝
20
/(
50
+Ｌ

) 
 

都
道

府
県

道
 

市
町

村
道

 

二
等

橋
 

1
4
t
f 

(
Ｔ

-
14

) 
Ｌ

≦
8
0 

Ｌ
＞

8
0 

Ｌ
-
2
0
 

5
0
00

 
3
5
0 

4
3
0-

Ｌ
≧

30
0 

鉄
筋

 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
 

i＝
20
/(
50
+Ｌ

) 
Ｔ

荷
重

 

Ｌ
-
1
4
 

一
等

橋
の

7
0
％

 
i＝

 7
/(
20
+Ｌ

) 
Ｌ

荷
重

 

（
注

）
床

版
お

よ
び

床
組

の
設

計
・

・
Ｔ

荷
重

主
桁

の
設

計
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｌ

荷
重

 

支
間

(
m
) 

Ｌ
≦

8
0 

8
0
＜

Ｌ
≦

13
0 

L
＞

1
3
0 

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
 

i＝
20
/(
50
+Ｌ

) 
Ｔ

荷
重

 

荷
重

(
k
gf

/
㎡

) 
3
5
0 

4
3
0-

Ｌ
 

3
0
0
 

i＝
10
/(
25
+Ｌ

) 
Ｌ

荷
重

 

湾
岸

道
路

 

高
速

自
動

車
国

道
 

そ
の

他
 

(
昭

和
48

年
（

19
73

）
4
月

 

特
定

の
路

線
に

か
か

る
橋

、
 

高
架

の
道

路
等

の
基

準
に

つ

い
て

(
建

設
省

都
市

局
長

、
道

路
局

長
)
) 

 

4
3
t
f 

(
Ｔ

Ｔ
-
43

) 

 
1
.
 

床
版

お
よ

び
床

組

の
車

道
部

は
Ｔ

Ｔ
-

4
3
を

縦
方

向
1
台

、

横
方

向
2
台

と
し

、

横
方

向
に

Ｔ
-
2
0

を

載
荷

す
る

 

2
.
 

主
桁

に
は

Ｌ
-
2
0

と
し

主
催

荷
重

部
に

Ｔ
Ｔ

-4
3

を
横

方
向

に
2
台

載
荷

す
る
 

 

平
成

2
年

（
19

90
年

）
2
月

 

道
路

橋
示

方
書

Ⅰ
共

通
編

 

（
建

設
省

都
市

局
長

、
道

路
局

長
）
 

同
上

 
同

上
 

同
上

 
同

上
 

同
上

 

平
成

5
年

（
19

93
年

）
1
1
月

 

道
路

橋
示

方
書

Ⅰ
共

通
編

 

(
建

設
省

都
市

局
長

、
道

路
局

長
) 

高
速

自
動

車
国

道
、

 

一
般

国
道

、
 

都
道

府
県

道
、

 

幹
線

市
町

村
道

 

車
道

部
 

歩
道

 
載

荷
の

方
法

 

同
上

 

設
計

自
動

車
 

荷
重

 

荷
重

 
Ｔ

荷
重

 

（
1
組
 

の
集

中
 

荷
重

）
 

Ｌ
荷

重
 

群
集

荷
重

 

主
載

荷
荷

重
(
幅

5.
5m

) 
従

載
荷

 
床

版
お

よ

び
床

組
 

5
0
0
k
g
f
/
㎡

 

主
桁

は
等

分
布

Ｐ
2 

と
同

じ
 

1
.
 

床
版

お
よ

び
床

組

の
車

道
部

は
Ｔ

荷
重

を
橋

軸
方

向
に

1

組
、

橋
軸

直
角

方
向

に
制

限
し

な
い

で
載

荷
す

る
 

2
.
 

床
組

は
Ｂ

活
荷

重

の
場

合
、

断
面

力
に

係
数

を
乗

じ
る

 

3
.
 

主
桁

は
Ｌ

荷
重

と

し
、

載
荷

範
囲

は
制

限
し

な
い

 

2
5
t
f 

等
分

布
荷

重
P
1 

等
分

布
荷

重
P
2 

載
荷

長
 

Ｄ
(
m
)
 

荷
重

(
k
gf

/
㎡

) 
荷

重
(
k
gf

/
㎡
)
 

そ
の

他
の

市
町

村
道

 
曲
げ
モ
ー
メ
 

ン
ト
を
算
出

す
る
場
合
 

せ
ん
断
力
を
 

算
出
す
る
場

合
 

支
間

長
L
（

ｍ
）
 

Ｌ
≦
80
 

80
＜
Ｌ
≦
13
0 

Ｌ
＞

13
0 

Ｂ
活

 

荷
重

 
2
5
tf

 

1
0 

1
0
00
 

1
2
00

 
3
5
0
 

4
3
0
-
Ｌ

 
3
0
0 

主
載

荷
 

荷
重

の
 

5
0
％

 
Ａ

活
 

荷
重

 
6
 

（
注

）
床

版
お

よ
び

床
組

の
設

計
・

・
・

Ｔ
荷

重
 

主
桁

の
設

計
・

・
・

・
・

・
・

・
Ｌ

荷
重

 

平
成

2
年

と
Ｔ

荷
重

、
Ｌ

荷
重

の
モ

デ
ル

は
異

な
る

 

部
材

の
支

間
長

Ｌ
(
m
)
 

Ｌ
≦

4
 

Ｌ
＞

4
 

床
組

等
の

設
計

に
用

い
る

係
数

 

(
Ｂ

活
荷

重
の

み
) 

1
.
0 

Ｌ
/3
2+
7/
8≦

1.
5 

平
成

1
4
年

（
2
00

2
年

）
3
月

 

道
路

橋
示

方
書

Ⅰ
共

通
編

 

(
建

設
省

都
市

局
長

、
道

路
局

長
) 

同
上

 
2
4
5
ｋ

N 

 
載

荷
長

 

Ｄ
(
m
) 

荷
重

(
k
N
/
㎡

)
 

荷
重

(
k
N/

㎡
) 

主
載

荷
 

荷
重

 

床
版

お
よ

び
床

組
 

5
.
0
k
N
/
㎡

 

主
桁

は
等

分
布

Ｐ
2
と

同
じ

 

同
上

 
同

上
 

Ｂ
活

 

荷
重

 
2
4
5
k
N
 

1
0 

1
0 

1
2
 

3
.
5 

4
.
3-

0.
01

 

Ｌ
 

3
.
0
 

同
上

 
Ａ

活
 

荷
重

 
6 

同
上

 

【
参

考
文

献
】「

橋
梁

点
検

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
 

（
財

）
道

路
保

全
技

術
セ

ン
タ

－
 

道
路

構
造

物
保

全
研

究
会

 
鹿

島
出

版
会

 
H
1
8.

12
 

「
保

全
技

術
者

の
た

め
の

橋
梁

構
造

の
基

礎
知

識
［

改
訂

版
］」

 
 
 

多
田

宏
行

 
鹿

島
出

版
会

 

「
道

路
橋

技
術

基
準

の
変

遷
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藤

原
 

稔
 

技
報

堂
出

版
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W
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0
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左
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左
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0
1
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1
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1

SS
4
1
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S
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0

同
左

道
路

橋
示
方

書
H
29
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1
1
(
20
1
7
)

道
路

橋
示
方

書
S4
7
.
 
3
(1
9
7
2
)

道
路

橋
示
方

書
S5
5
.
 
2
(
19
8
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)

道
路

橋
示
方

書
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.
 
2
(
19
9
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)

道
路

橋
示
方

書
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6
.
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9
4
)

同
左

同
左

同
左

同
左

同
左

JI
S
 
G
 
3
10
1

SS
4
1

同
左

JI
S
 
G
 
3
10
1

SS
4
0
0

同
左

同
S

同
左

溶
接
構
造

用
圧

延
鋼
材

一
般
構
造

用
圧

延
鋼
材

同
左
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1
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0
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道

路
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計
示
方

書
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9
.
 
8
(1
9
6
4
)

鋼
道
路
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高
力
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ト

摩
擦
接

合

設
計
施
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針
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1
.
 
7
(1
9
6
6
)

溶
接

鋼
道
路

橋
示
方

書
追
補

S4
2
.
1
1
(1
9
6
7
)

　
　
　

　
　
　

　
示
方

書

鋼
材
の

種
類

道
路

構
造

に
関

す
る
細

則
T
1
5
.
 
6(
1
9
2
6
)

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
案

S
1
4
.
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1
9
3
9
)

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
S
3
1
.
 
5(
1
9
5
6
)

溶
接
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・

平
座
金

の
セ

ッ
ト

S1
0T

摩
擦
接

合
用

ト
ル

シ
ア

形
高

力
ボ

ル
ト

・
六

角
ナ

ッ
ト
・

平
座
金

の
セ

ッ
ト

S1
4T

支
圧
接

合
用

打
込

み
式

高
力
ボ

ル
ト
・

六
角

ナ
ッ

ト
・

平
座
金

の
セ

ッ
ト

B1
0T
,B
8T

線
材

二
次
製

品
平

行
線

ス
ト

ラ
ン

ド
被

覆
平

行
線

ス
ト

ラ
ン

ド

同
左

同
左

標
準

と
す
る

鋼
材

(
J
I
S以

外
)

同
左

同
左

同
左

道
路

橋
示

方
書

　
Ⅰ

共
通

編
　

鋼
材

の
変

遷
（

2
）

　
　
　

　
　
　

　
示
方

書

鋼
材
の

種
類

道
路

構
造

に
関

す
る
細

則
T
1
5
.
 
6(
1
9
2
6
)

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
案

S
1
4
.
 
2(
1
9
3
9
)

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
S
3
1
.
 
5(
1
9
5
6
)

溶
接

鋼
道

路
橋

示
方

書
S
3
2
.
 
7(
1
9
5
7
)

溶
接

鋼
道

路
橋

示
方

書
S
3
9
.
 
6(
1
9
6
4
)

鋼
道

路
橋
設

計
示
方

書
S3
9
.
 
8
(1
9
6
4
)

鋼
道
路

橋
高
力

ボ
ル
ト

摩
擦
接

合

設
計
施

工
指
針

S4
1
.
 
7
(1
9
6
6
)

溶
接

鋼
道
路

橋
示
方

書
追
補

S4
2
.
1
1
(1
9
6
7
)

道
路

橋
示
方

書
S4
7
.
 
3
(1
9
7
2
)

道
路

橋
示
方

書
S5
5
.
 
2
(
19
8
0
)

道
路

橋
示
方

書
H 
2
.
 
2
(
19
9
0
)

道
路

橋
示
方

書
H 
6
.
 
2
(
19
9
4
)

道
路

橋
示
方

書
H
 8
.
1
2
(
19
9
6
)

道
路

橋
示
方

書
H
14
.
 
3
(
20
0
2
)

道
路

橋
示
方

書
H
24
.
 
3
(
20
1
2
)

道
路

橋
示
方

書
H
29
.
1
1
(
20
1
7
)
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Ｒ
Ｃ

橋
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

許
容

応
力

度
kg

f/
 

(
Ｎ

/
 

)

*
:
許

容
せ

ん
断

応
力

度
に

つ
い

て

①
1
9
7
8
(
昭

和
5
3
)
年

以
前

せ
ん

断
応

力
度

τ
=
S
h
/
b
j
d
≦

τ
a1

の
場

合
;

小
せ

ん
断

補
強

鉄
筋

量
配

置

τ
a2
≧

τ
＞

τ
a1

の
場

合
;
所

要
せ

ん
断

補
強

鉄
筋

量
配

置

τ
＞

τ
a2

の
場

合
;
部

材
断

面
を

大
き

く
し

て
再

設
計

②
1
9
7
8
(
昭

和
5
3
)
年

以
降

平
均

せ
ん

断
応

力
度

τ
=
S
h
/
b
d
≦

τ
a
の

場
合

;
小

せ
ん

断
補

強
鉄

筋
量

配
置

τ
m
＞

τ
a
の

場
合

;
一

般
に

終
局

荷
重

作
用

時
の

照
査

に
よ

る
所

要
せ

ん
断

補
強

鉄
筋

量
配

置

た
だ

し
、

終
局

砂
重

作
用

時
の

平
均

せ
ん

断
応

力
度

τ
u
=
S
u
h
/
b
d
＞

τ
ma
x
の

場
合

は
部

材
断

面
を

大
き

く
し

て
再

設
計

こ
こ

に
、

τ
a
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

が
負

担
で

き
る

平
均

せ
ん

断
応

力
度

τ
ma
x
：

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
平

均
せ

ん
断

応
力

度
の

大
値

σ
ck
≧

21
0

3
0
0
以

上

(8
.5
)

(2
.8
)

(3
.2

)
(3

.6
)

(4
.0
)

28
32

36
40

3.
6

3.
9

4.
2

4.
5

(0
.3

6)
(0

.3
9)

(0
.4

2)
(0

.4
5)

曲
げ

圧
縮

応
力

度

軸
圧

縮
応

力
度

45
σ

ck
/3

≦
65

σ
ck
/3
≦

70
σ

ck
/3

70

35
σ

ck
/4

≦
50

σ
ck
/4
≦

55
－

55

同
左

σ
ck
/3

(
軸

方
向

力
を

伴
う

場
合

も
含

む
)

σ
ck

6.
5

7

17
18

20

1
8
0
以

上
2
0
0
未

満
2
0
0
以

上
2
4
0
未

満
2
4
0
以

上

4.
5

14

5.
5

16

4.
5

14

5.
5

16

6 17

7 20

1
6
0
未

満
1
6
0
以

上
1
6
0
未

満

(
2
7
)
以

上
(
3
0
)
未

満

1
8
0
以

上
2
4
0
未

満
2
4
0
以

上

80
90

10
0

65
75

85
(5

.5
)

(6
.5

)
(7

.5
)

τ
a

2
.
3
.
道

路
橋

示
方

書
　

Ⅰ
共

通
編

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
許

容
応

力
度

の
変

遷
（

1
）

基
準

道
路

橋
示

方
書

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

編
H
1
4
(
2
0
0
2
)
以

降
S6
(1
93
1)

S1
5(
19
40
)

S2
4(

19
49
)

S3
1(
19
56
)

(
鉄

筋
)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
標

準
示

方
書

道
路

構
造

等
に

関
す

る
細

部
等

T1
5(
19
26
)

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

道
路

橋
設

計
示

方
書

S3
9(
19
64
)

道
路

橋
示

方
書

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

編
S
5
3
(
1
9
7
8
)
～

H
8
(
1
9
9
6)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
強

度
規

定
な

し
(
配

合
1
:
2
:
4
)

規
定

な
し

同
左

(
3
0
)
以
上

(7
.0
)

(8
.0

)
(9

.0
)

(1
0.

0)

同
左

同
左

σ
ck
≧

18
0

σ
ck
≧

(2
1)

－
－

－
－

－
－

2
1
0
以

上
2
4
0
未

満
2
40
以

上
2
70
未

満
2
7
0
以

上
3
0
0
未

満
(
21
)
以

上
(
24
)
未

満
(
2
4
)
以

上
(
2
7
)
未

満

τ
a1

τ
a2

せ
ん

断
応

力
度

＊

(
は

り
)

4
4.
5

4.
5

σ
ck

1
6
0
以

上
1
8
0
未

満

6

τ
ma
x

-12-



Ｐ
Ｃ

橋
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

許
容

応
力

度
kg

f/
 

(
Ｎ

/
 

)

*
:
斜

引
張

応
力

度
に

つ
い

て
(
せ

ん
断

あ
る

い
は

ね
じ

り
の

み
が

作
用

し
た

場
合

の
値

)

①
斜

引
張

応
力

度
の

終
局

荷
重

作
用

時
の

値
は

、
昭

和
5
3
年

以
前

が
斜

引
張

応
力

度
に

対
す

る
値

で
あ

る
が

、
昭

和
5
3
年

以
降

は
平

均
せ

ん
断

応
力

度
に

対
す

る
値

で
あ

る
。

②
終

局
荷

重
作

用
時

の
大

値
お

よ
び

許
容

値
は

、
Ｒ

Ｃ
橋

の
場

合
の

そ
れ

ぞ
れ

τ
a2
あ

る
い

は
τ

ma
x
お

よ
び

τ
a1
あ

る
い

は
τ

a
に

対
応

す
る

値
で

あ
る

。

：
活

荷
重

及
び

衝
撃

以
外

の
主

荷
重

：
衝

突
荷

重
又

は
地

層
の

影
響

を
考

慮
し

な
い

荷
重

の
組

合
せ

(6
0)

(2
3)

(2
2)

(1
9)

(1
8)

(2
.
0)

(2
.
0)

(1
.3
)

(
4.
0)

(5
.
3)

(6
.0
)

(0
.4
5)

(
0.
55
)

(0
.
65
)

(0
.8
)

(1
.0
)

(
1.
2)

(0
.8
)

(1
.
0)

(1
.2
)

(1
.3
)

(2
.5
)

(2
.3
)

(2
.
0)

(1
.7
)

(
注
2
)

(
注
1
)

同
左

同
左

曲 げ 引 張 応 力 度

フ ル プ レ ス ト レ ス パ ー シ ャ ル プ レ ス ト レ ス

設
計
荷

重
作
用
時

終
局
荷

重
作
用
時

斜 引 張 応 力 度 *

フ
ル
プ

レ
ス
ト

レ
ス

パ
ー
シ

ャ
ル
プ

レ
ス
ト

レ
ス

大
値

許
容

値

部
材
引

張
部
が

断
面
下

側
に
あ

る
と
き

、
お
よ
び

断
面
上

側
に
あ

る
が
防

水
層
が

あ
る
と

き

部
材
引

張
部
が

断
面
上

側
に
あ

り
、
防

水
層
が

な
い
と
き

設
計

荷
重
作

用
後

48

1
6

25
30

8
10

1
2

(6
.
0)

同
左

同
左

同
左

12
15

18

同
左

2
0 0 20

(
同

左
)

(
1.
2)

(1
.
5)

(1
.8
)

同
左

(1
.
5)

(1
.8
)

床
板
お

よ
び
セ
グ

メ
ン
ト

目
地
に
対

し
て
は
0

同
左

床
板

お
よ
び

セ
グ
メ

ン
ト
目

地
に

対
し
て

は
0

同
左

1
2

15
18

同
左

1
2

15
18

同
左

同
左

0

20
25

30

8
10

12

0
0

0

0
0

0 12

16
0

1
80

(
15
)

(1
9
)

(2
1)

(
14
)

(1
8
)

(2
0)

(
12
)

(1
5
)

(1
7)

(
11
)

(1
4
)

(1
6)

同
左

同
左

σ
ck

プ
レ
テ

ン
シ
ョ

ン
方
式

ポ
ス

ト
テ
ン

シ
ョ
ン

方
式

曲 げ 圧 縮 応 力 度

長
方
形

断
面

部
材
引

張
部

(
プ

レ
ス
ト

レ
ッ
シ
ン

グ
直
後

)
Ｉ
(
Ｔ
)
形
、
中

空
(
箱
形
)
断
面

部
材
圧

縮
部

(
そ

の
他
)

長
方
形

断
面

Ｉ
(
Ｔ
)
形
、
中

空
(
箱
形
)
断
面

1
40

18
0

21
0

1
30

17
0

20
0

1
10

同
左

σ
ck

14
0

同
左

同
左

σ
ck

3
00

40
0

50
0

3
00

40
0

50
0

3
00

40
0

50
0

道
路

橋
示
方

書
Ⅲ
コ

ン
ク
リ

ー
ト
橋

編
(
平

成
1
4
年

)

道
路
橋
示

方
書

Ⅲ
コ
ン
ク

リ
ー
ト

橋
編

(
平
成
8
年
)

ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ

設
計
施

工
指
針

(
昭
和

3
0
年
)

ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ

設
計
施

工
指
針

(
昭
和

3
6
年
)

ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ

道
路
橋

示
方
書

(
昭
和

4
3
年
)

道
路
橋
示

方
書

Ⅲ
コ
ン

ク
リ
ー
ト

橋
編

(
昭
和
5
3
年

､
平

成
2
､
6
年
)

道
路

橋
示

方
書

　
Ⅰ

共
通

編
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

許
容

応
力

度
の

変
遷

（
2
）

道
路
橋

示
方
書

Ⅲ
コ
ン

ク
リ
ー

ト
橋
編

(
平

成
2
4
年

)

コ
ン

ク
リ
ー

ト
の

設
計
基

準
強
度

同
左

同
左

σ
ck

同
左

同
左

σ
ck

同
左

(
30
)

コ ン ク リ ー ト 許 容 応 力 度 (橋 梁 の 場 合 )

3
00

40
0

50
0

6
00

(
30
)

(4
0
)

(5
0)

σ
ck
≧
40
0

σ
ck
≧
30
0

σ
ck

σ
ck
≧
35
0

同
左

σ
ck

1
00

(4
0
)

(5
0)

(6
0)

3
0
0
～

5
0
0

同
左

2
30

14
0

16
0

2
20

1
90

同
左

15
0

同
左

同
左

1
50

19
0

21
0

1
40

18
0

20
0

1
20

15
0

17
0

1
10

13
0

プ
レ
ス
ト

レ
ッ
シ

ン
グ
直
後

部
材
圧

縮
部

全
死

荷
重
作

用
後

設
計

荷
重
作

用
後

プ
レ
ス
ト

レ
ッ
シ

ン
グ
直
後

全
死

荷
重
作

用
後

部
材
圧

縮
部

部
材
圧

縮
部

部
材
圧

縮
部

部
材
圧

縮
部

8
10

0
0

12
15

18

(
1.
2)

8
9

10
8

9
10

8
10

12

同
左

13 6
0

12
16

20

32
40

48

12
16

4
0

53
60

4
.5

5.
5

6.
5

3
2

40

(
0.
70
)

1
6

20
24

4
0

50
60

1
6

20
24

(
注

1
)

応
力

度
、

種
類

〃
(
注

2
)

7
.0

20
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「
橋

梁
点
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ハ
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ド

ブ
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ク
」

　
（

財
）

道
路

保
全

技
術

セ
ン

タ
－

　
道

路
構

造
物

保
全

研
究

会
　

鹿
島

出
版

会
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1
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「

保
全

技
術
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道
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部
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造
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（
平

成
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以
降
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道
路

橋
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部
構

造
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縮
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0
未

満
2
7
0
以

上
3
0
0
未

満
3
0
0
以

上

18
00

18
00

2
4
0
以

上
2
7
0
未

満
2
7
0以

上
3
0
0未

満

70
80

90

55
65

75

同
左

18
00

道
路

橋
示

方
書

　
Ⅰ

共
通

編
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

許
容

応
力

度
の

変
遷

（
3
）

同
左

同
左

SR
24

SD
24

SD
30

SD
35

14
00

14
00

18
00

18
00

SR
24

SD
30

A
SD

30
B

SD
35

14
00

18
00

18
00

18
00

SR
23

5
SD

29
5A

SD
29

5B
SD

34
5

14
00
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内
務

省
道

路
橋

構
造

細
則

大
正

1
5
年

(1
9
2
6
年

)
昭

和
6
年

(1
9
3
1
年

)
昭

和
1
5
年

(1
9
4
0
年

)
昭

和
2
4
年

(1
9
4
9
年

)
昭

和
3
1
年

(1
9
5
6
年

)
昭

和
3
9
年

(1
9
6
4
年

)
昭

和
5
3
年

(1
9
7
8
年

)
平

成
2
年

(1
9
9
0
年

)
平

成
6
年

(1
9
9
4
年

)
平

成
1
4
年

(2
0
0
2
年

)

J
E
S
 第

2
0
号

G
9
 構

造
用

圧
延

鋼
材

J
E
S
 第

4
3
0

号
G

5
6
 一

般
用

圧
延

鋼
材

J
E
S
 金

属
31

01
.

 1
80

N
/
 

 S
S
D

49

 S
S
49

 S
S
50

 S
S
D

49
 (
注

1
)

 S
S
39

 S
S
41

 S
S
49

 S
S
50

 S
S
D

39

 S
S
41

 S
S
41

注
3
) 
鉄

筋
の

機
械

的
性

質
は

右
表

注
2
) 
床

版
お

よ
び

支
間

1
0
m

以
下

の
床

版
橋

の
　

  
 場

合
は

1
4
0
0
kg

f/
 

 S
D

29
5A

 S
D

29
5B

 S
D

34
5

 (
注

2
)

 (
注

4
)

 14
0N

/
 

 S
D

29
5A

 S
D

29
5B

 S
D

34
5

 (
注

2
)

 (
注

4
)

  S
D

30
A

 S
D

30
B

 S
D

35
 (
注

2
)

 (
注

4
)

 S
D

30
 S

D
35

 (
注

2
)

 (
注

4
)

注
4
) 
許

容
応

力
度

1
4
0
0
kg

f/
 

に
対

し
　

　
 2

0
0
kg

f/
 

の
余

裕
を

も
た

せ
る

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
棒

鋼
の

機
械

的
性

質

2
.4

.鉄
筋

の
種

類
と

許
容

応
力

度
の

変
遷

注
1
) 
  
  
が

2
0
0
kg

f/
 

以
下

の
場

合
に

は
、

　
　

 S
S
4
9
,S

S
5
0
に

対
し

て
1
4
0
0
kg

f/
 

 (
注

1
)

 S
R

24
 S

D
24

 S
R

24
 S

R
23

5
 S

R
23

5

基
準

書

改
訂

年

規
　

格

道
路

橋
示

方
書

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

編

S
S
材

：
J
IS

 G
 3

1
0
1
 棒

鋼
S
S
D

材
：
J
IS

 G
 3

1
1
0
 異

形
丸

棒
J
IS

 G
 3

11
2

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

用
棒

鋼

 S
S
39

 S
S
41

 S
S
D

39

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
道

路
橋

設
計

示
方

書

許 容 引 張 応 力 度

1
 
8
0
0

1
 
6
0
0

1
 
4
0
0

1
 
2
0
0

(
kg
f
/
 
)

  
 

橋
梁
点

検
ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
P.
5
1

一
部
加

除
修
正

降
伏

点
ま

た
は

耐
力

(k
gf

/
 

)
引

張
強

さ
(k

gf
/
 

)

S
S
3
9

S
S
4
1

S
S
4
9

S
S
5
0

S
R

2
4

S
R

3
0

2
4
以

上
2
3
以

上
3
0
以

上
2
8
以

上

39
～

53
41

～
50

49
～

63
50

～
60

S
S
D

39
S
S
D

49
S
D

2
4

S
D

3
0

S
D

3
5

2
4
以

上
3
0
以

上
3
5
以

上

39
～

63
49

～
63

50
以

上

記
号
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3
.
道

路
橋

示
方

書
（

Ⅱ
鋼

橋
・

鋼
部

材
編

）
の

変
遷

（
1
）

 

年
・

月
 

示
方

書
の
名
称
 

改
 
訂
 

概
 
要
 

活
 荷

 重
 の

 変
 
遷
 

関
 

連
 
指
 

針
 

標
準
設
計
図
集

他
 

備
 
 
 

考
 

M
1
9.

8
（
1
88

6
）
 

 
等

分
布

荷
重

の
規

定
 

車
道

・
歩

道
に

区
分

な
し

 

等
分

布
荷

重
4
55

kg
/m

2 

国
県

道
の

築
造

規
準

(
内

務
省

訓
令

)
 
M
19

.8
 

 

許
容

応
力

度
(
お

よ
び

割
増

)
の

規
定

 

部
材

の
細

長
比

、
鋼

材
は

建
築

用
鋼

(
S
t3

9
) 

国
県

道
の

築
造

規
準

(
内

務
省

訓
令

)
 
M
1
9
.
8 

 
 

T
8
.1

2
（
1
91

9
）
 

 
車

両
荷

重
・

群
衆

荷
重

の
規

定
 

群
集

荷
重

4
90

kg
/m

2 

車
両

荷
重

 
国

道
7
.8

75
t
 

府
県
道

6
.3

75
t 

道
路

構
造

令
お

よ
び

街
路

構
造

令
 
T
8
.
1
2
 

(
1
9
1
9
）

 

 

道
路

構
造

令
お

よ
び

街
路

構
造

令
 
T
8
.1

2 

(
1
9
1
9
）

 

 

 
 

T
1
5.

6
（
1
92

6
）
 

 
地

震
荷

重
を

初
め

て
規

定
 

   車
両

荷
重

・
群

衆
荷

重
の

見
直

し
 

1
等

橋
、

2
等

橋
、

3
等

橋
の

規
定
 

設
計

地
震

力
に

関
す

る
規

定
 

材
料

、
荷

重
、
許

容
応

力
度

(
お

よ
び

割
増

)
の

規
定

 

群
集

荷
重

5
00

kg
/m

2 

自
動

車
荷

重
1
2t

 (
1
等

橋
) 

衝
撃

荷
重

の
規

定
 

道
路

構
造

に
関

す
る

細
則

案
(
内

務
省

土
木

局
)
 
T
15

.6
 (

19
2
6
)
 

  

道
路

構
造

に
関

す
る

細
則

案
(
内

務
省

土
木

局
)
 T

15
.
6
 
(
1
9
2
6
)
 

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
(
土

木
学

会
)
 
S
6
.
9 

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
(
土

木
学

会
)
 
S
1
1
.
10
 

 

 
関

東
地

震
1
9
2
3
(
T1

2.
9)
 

地
震

荷
重

を
規

定
 

S
1
4.

2
（
1
93

9
）
 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
案
 

車
両

荷
重

・
等

分
布

荷
重

の
規

定
 

1
等

橋
、

2
等

橋
の

規
定

に
変

更
 

車
両

荷
重

・
等

分
布

荷
重

の
見

直
し

 

等
分

布
荷

重
5
00

kg
/m

2 

自
動

車
荷

重
1
3t

 (
1
等

橋
) 

衝
撃

荷
重

の
見

直
し

 

道
路

構
造

に
関

す
る

細
則

案
(
内

務
省

土
木

局
)
 
S
1
4
.
2
 

  

道
路

構
造

に
関

す
る

細
則

案
(
内

務
省

土
木

局
)
 
S
1
4
.
2
 

鋼
道

路
橋

制
作

示
方

書
案

S
14

(1
93

9
) 

電
弧

熔
接

鋼
道

路
橋

設
計

及
制

作
示

方
書

案

S
1
5
(
1
9
4
0
) 

 
 

S
3
1.

11
（

19
56

）
 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
 

 
S
3
1.

5 

板
厚

2
5m

m
以

下
 

一
般

構
造

用
圧

延
鋼

材
S
S4

1
を

標
準

 

板
厚

2
2m

m
以

上
 

溶
接

構
造

用
圧

延
鋼

材
S
M4

1
、
S
M4

1
W
を

 

推
奨

（
S
3
1
）

 

 

床
版

お
よ

び
床

組
の

設
計

の
た

め
の

T
－

2
0

荷
重

の
規

定
(
1
等

橋
) 

主
桁

の
設

計
の

た
め

の
L
－

20
荷

重
の

規
定

（
1
等

橋
）
 

自
動

車
荷

重
2
0
ｔ

(
1
等

橋
)
を

想
定

し
規

定
 

等
分

布
荷

重
3
50

kg
/m

2 

  

鋼
道

路
橋

制
作

示
方

書
S
31

(1
95

6)
 

溶
接

鋼
道

路
橋

示
方

書
S
32

(1
95

7)
 

鋼
道

路
橋

の
合

成
桁

設
計

施
工

指
針

 

S
3
4
(
1
9
5
9
)
 

 

道
路

橋
標

準
設

計
〔

1
〕

,
〔

2
〕

 

S
3
8 
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道
路

橋
示

方
書

（
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

部
材

編
）

の
変

遷
（

2
）
 

年
・
月

 
示
方
書
の

名
称

 
改
 
訂
 

概
 
要

 
活
 荷

 重
 の

 
変
 
遷

 
関
 

連
 
指
 

針
 

標
準
設
計
図
集
他

 
備
 

 
 
考

 

S
3
9.

6 
（

19
64

）
 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
 

 
S
3
9.

8 

一
般

構
造

用
圧

延
鋼

材
S
S5

0
を

追
加

 

溶
接

構
造

用
圧

延
鋼

材
S
M5

0A
、

SV
4
1A

を
追

加
（

S
3
9
）
 

溶
接

構
造

用
圧

延
鋼

材
SM

50
Y
、

SM
53

、
S
M
58

を
追

加

（
S
4
1
）

 

高
力

ボ
ル

ト
、

F
9
T
、

F
11
T
を

規
定

（
S
4
1
）

 

 

適
用

支
間

1
50

ｍ
以

下
 

活
荷

重
の

載
荷

方
法

に
関

し
て

主
載

荷
幅

5
.
5
m
と

残
り

の
部

分
に

分
割
 

 

鋼
道

路
橋

制
作

示
方

書
S
39

(1
96

4)
 

溶
接

鋼
道

路
橋

示
方

書
S
39

(1
96

4)
 

鋼
道

路
橋

の
合

成
ゲ

タ
設

計
施

工
指

針
 

S
4
0
(
1
9
6
5
) 

鋼
道

路
橋

高
力

ボ
ル

ト
摩

擦
接

合
設

計
施

工

指
針

S
41

(1
96

6)
 

溶
接

鋼
道

路
橋

示
方

書
・

追
補

S
42

(
19

67
) 

溶
接

鋼
道

路
橋

示
方

書
・

追
補

S
43

(
19

68
) 

鋼
道

路
橋

塗
装

便
覧

S
46

.1
2(

19
71

)
 

 
新

潟
地

震
1
9
6
4
（

S
39

.6
）
 

液
状

化
対

策
 

S
4
8.

2 
（

19
73

）
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

(
S
4
8
.
2
)
 

 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
、
鋼

道
路

橋
制

作
示

方
書

等
を

統

合
 

ア
ー

チ
、
ケ

ー
ブ

ル
、
鋼

管
構

造
、
ラ

ー
メ

ン
構

造
を

新

設
 

高
力

ボ
ル

ト
F
11

T
に

F8
T
、
F
10

T
追

加
、

F
9
T
を

削
除

 

床
版

関
係

を
大

幅
に

改
定

整
備

 

適
用

支
間

2
00

m
以

下
 

T
T
-
43

の
規

定
 

特
定

の
路

線
に

か
か

る
橋

、
高

架
の

道
路

等
の

設
計

荷
重

 
S
47

.3
 

 

 
道

路
橋

支
承

標
準

設
計

(
す

べ
り

支

承
編

)
S
5
1 

土
木

構
造

物
標

準
設

計
2
5-

28
 

(
活

荷
重

合
成

プ
レ

ー
ト

ガ
ー

ダ
ー

橋
)
S
54

 

土
木

構
造

物
標

準
設

計
(
H
形

鋼
橋
)
 

S
5
4 

道
路

橋
支

承
標

準
設

計
 
改

訂
 
S5

4 

 

S
5
5.

2 
（

19
80

）
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

(
S
5
5
.
2
)
 

 

S
M
5
8
材

の
許

容
応

力
改

訂
 

板
と

補
剛

版
の

局
部

座
屈

の
考

慮
(
許

容
応

力
度

規
定

)
 

高
力

ボ
ル

ト
摩

擦
接

合
継

手
の

設
計

法
の

改
訂

 

高
力

ボ
ル

ト
は

、
F
8
T
、

F
10

T
と

し
、

F
1
1
T
を

削
除

 

T
T
-
43

荷
重

の
規

定
 

道
路

橋
示

方
書

 
S5

5.
2 

鋼
道

路
橋

設
計

便
覧

5
5
年

8
月

改
訂

 

 
(
S
5
5
.
9
) 

鋼
道

路
橋

施
工

便
覧

 
(
S6

0.
2)

 

道
路

橋
の

塩
害

対
策

指
針

(
案

)
・

同
解

説
 

(
S
5
9
.
2
)
 

小
規

模
吊

橋
指

針
・

同
解

説
(
S
59

.9
) 

 
 

H
2
.2

  
（

19
90

）
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

(
H
2
.
2
)
 

 

R
C
床

版
の

改
訂

 

斜
長

橋
ケ

ー
ブ

ル
安

全
率

の
変

更
(
3
.
0
→
2
.5

) 

現
場

溶
接

部
の

検
査

と
許

容
応

力
度

の
関

係
定

義
 

高
力

ボ
ル

ト
に

、
B
8
T
、

B
10

T
と

S1
0T

を
追

加
 

リ
ベ

ッ
ト

継
手

の
規

定
を

削
除

 

鋼
道

路
橋

設
計

便
覧

(
H
2)
 

鋼
道

路
橋

塗
装

便
覧

(
H
2.

6)
19

90
 

 

土
木

構
造

物
標

準
設

計
(
H
形

鋼
橋
)
 

改
訂

 
H
3 

 

H
5
.1

1 
（

19
93

）
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

(
H
5
.
1
1
)
 

 

活
荷

重
の

変
更

に
伴

う
床

版
の

設
計

規
定

を
改

定
 

鋼
床

版
の

設
計

規
定

を
変

更
 

床
組

み
に

お
け

る
縦

桁
の

設
計

規
定

を
変

更
 

1
等

橋
、

2
等

橋
の

区
分

の
廃

止
 

活
荷

重
の

変
更

（
A
活

荷
重

、
B
活
荷

重
）

 

T
荷

重
、

L
荷

重
の

載
荷

方
法

の
規

定
の

見
直

し
 

自
動

車
荷

重
2
5
ｔ

想
定

し
規

定
 

道
路

橋
示

方
書

 
H5

.1
1 

 
道

路
橋

支
承

標
準

設
計

 
改

訂
 
H
5 

土
木

構
造

物
標

準
設

計
2
5-

28
 

（
単

純
プ

レ
ー

ト
ガ

ー
ダ

ー
橋

）
 

 

 

H
8
.1

2 
（

19
96

）
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

(
H
8
.
1
2
)
 

 

適
用

板
厚

5
0m

m
→
1
00

mm
SS

材
の

溶
接

禁
止

 

溶
接

時
の

余
熱

温
度

判
定

法
を

C
eq

→
P
cM

に
改

訂
 

主
要

部
材

の
連

結
部

に
お

け
る

母
材

の
全

強
7
5
％

規
定

 

高
力

ボ
ル

ト
の

耐
力

点
法

締
め

付
け

を
規

定
 

 

鋼
橋

の
疲

労
（

H
9
）

19
97
 

 
兵

庫
県

南
部

地
震

 
(
H
7
.1

) 
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道
路

橋
示

方
書

（
Ⅱ

鋼
橋

・
鋼

部
材

編
）

の
変

遷
（

3
）
 

年
・
月

 
示
方
書
の

名
称

 
改
 
訂
 

概
 
要

 
活
 荷

 重
 の

 
変
 
遷

 
関
 

連
 
指
 

針
 

標
準
設
計
図
集
他

 
備
 

 
 
考

 

H
1
4.

3 
（

20
02

）
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

(
H
1
4
.
3
)
 

 

疲
労

の
影

響
を

考
慮

 

高
力

ボ
ル

ト
引

張
接

合
継

手
の

規
定

 

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
床

版
の

規
定

化
 

超
音

波
探

傷
試

験
に

よ
る

内
部

傷
検

査
の

規
定

 

鋼
床

版
の

制
作

・
施

工
に

関
す

る
規

定
 

 

 
道

路
橋

支
承

便
覧

 
(
H1

6.
4)

 

鋼
道

路
橋

の
疲

労
設

計
指

針
(
H
14

.3
)
20

02
 

鋼
道

路
橋

塗
装

・
防

食
便

覧
(
H
17

.2
)
20

05
 

道
路

橋
耐

風
設

計
便

覧
 
(
H2

0.
1)

 

 

 
S
I
単

位
の

移
行

 
(H

11
.1

1)
 

H
2
4.

3 
（

20
12

）
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

(
H
2
4
.
3
)
 

 

疲
労

設
計

の
規

定
化

 

鋼
床

版
デ

ッ
キ

プ
レ

ー
ト

1
6m

m
に
厚

板
化

 

鋼
部

材
の

圧
縮

強
度

(
箱

型
断

面
)
の

改
訂

 

無
機

ジ
ン

ク
塗

装
仕

様
の

高
力

ボ
ル

ト
摩

擦
接

合
継

手

の
改

訂
 

 

 
鋼

道
路

橋
防

食
便

覧
(
H
26

.3
)2

01
4 

鋼
道

路
橋

施
工

便
覧

 
(
H2

7.
3)

20
15

 

防
護

柵
の

設
置

基
準

・
同

解
説

 
(
H2

8
.1

2)
 

 
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
 

(
H
23

.3
）

 

H
2
9.

11
（

20
17

）
 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅱ
鋼

橋
・

鋼
部

材
編

 

多
様

な
構

造
や

新
材

料
に

対
応

す
る

部
分

係
数

設
計

法

の
導

入
 

長
寿

命
化
（

1
0
0
年

供
用

）
を

合
理
的

に
実

現
す

る
た

め

の
規

定
の

充
実

 

要
求

性
能

（
耐

荷
性

能
、

耐
久

性
能

、
そ

の
他

の
性

能
）

を
規

定
化

 

 

 
道

路
橋

支
承

便
覧

 
(
H3

0.
12

) 

鋼
道

路
橋

疲
労

設
計

便
覧

(
R
2.

9)
 

鋼
道

路
橋

施
工

便
覧

 
(
R2

.9
) 

鋼
道

路
橋

設
計

便
覧

 
(
R2

.9
) 

 

 
道

路
橋

の
定

期
点

検
(
H
26

) 

熊
本

地
震

(
H
2
8
.
4
)
 

【
参

考
文

献
】「

橋
梁

点
検

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
 

（
財

）
道

路
保

全
技

術
セ

ン
タ

－
 

 
 
 
道

路
構

造
物

保
全

研
究

会
 

鹿
島

出
版

会
 

H
1
8.

12
 

「
保

全
技

術
者

の
た

め
の

橋
梁

構
造

の
基

礎
知

識
［

改
訂

版
］」

 
 
 

 
 
多

田
宏

行
 

鹿
島

出
版

会
 

「
橋

梁
技

術
の

変
遷

 
道

路
保

全
技

術
者

の
た

め
に

」
 

 
 

 
 

 
 

 
多

田
宏

行
 

鹿
島

出
版

会
 

「
道

路
橋

技
術

基
準

の
変

遷
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藤

原
 

稔
 

技
報

堂
出

版
 

 
 

 
 

 
 
「

道
路

橋
の

震
災

時
緊

急
点

検
・

応
急

調
査

の
手

引
き

（
案

）
V
e
r.

1.
0
」

東
北

地
方

整
備
局

 
道

路
部

 
H
2
4
.
2
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3
.
1
.
鋼

橋
の

R
C
床

版
の

設
計

活
荷

重
と

曲
げ

モ
ー

メ
ン

ト
算

定
式

の
変

遷
（

1
）

 

 
橋
の

等
級
 

設
計

活
荷

重
(t

f)
 

※
1  

設
計
曲

げ
モ

ー
メ
ン

ト
(
tf
･m
) 

 
L
=
支
間
長

 
(
m)
 

※
2  

鉄
筋

の
許
容
応

力
度
 

(
k
g
f
/
cm

2
) 

小
版
厚

※
3

（
c
m
）
 

配
力
筋
量
 

道
路
の
種

類
 

等
級
 

自
動

車
 

転
圧
機

 
主
筋
方
向
 

配
力
筋
方
向
 

明
治

1
9
年

 
(1

88
6
年

）
8
月
 

国
県

道
の

築
造

標
準

 

(
内

務
省

訓
令

第
13

号
) 

国
道

 

県
道

 

規
定

な

し
 

規
定

な
し

 
 

規
定

な
し

 

 
 
（

 
 
ｂ

/ 
）

 
（

1
+
i
）
 

規
定

な
し

 
規

定
な

し
 

規
定

な
し

 
規

定
な

し
 

大
正

8
年

(1
91
9
年

)1
2
月
 

道
路

構
造

令
お

よ
び

街
路

構
造

令
 

(
内

務
省

令
) 

街
路

 
規

定
な

し
 

3
0
0
0
貫

 

(
1
12

50
kg

f)
 

1
5
tf
 

国
道

 
2
1
0
0
貫

 

(
7
87

5k
gf

) 

1
2
tf
 

府
県

道
 

1
7
0
0
貫

 

(
6
37

5k
gf

) 

規
定

な
し

 

大
正

1
5
年

(
19

26
年
)
6
月
 

道
路

構
造

令
に

関
す

る
細

則
案

 
制

定
 

(
内

務
省

土
木

局
) 

街
路

 
1
等

橋
 

T
-
12

, 
P
=
4
.
5
 

1
4
tf
 

T
荷

重
で

は
舗

装
厚

と
床

版
分

の
分

布
幅

を
考

慮
し

、
単

純
梁

と
し

て
主

鉄
筋

の
方

向
の

曲
げ

モ

ー
メ

ン
ト

を
算

出
す

る
。

た
だ

し
、

衝
撃

係
数

ｉ
＝

2
0
/(

60
+L

) 
≦

 0
.
3 

Ｍ
＝

｛
Ｐ

（
Ｌ

-
ｂ

/
2
）
/
4
｝（

1+
ｉ

）
 

Ｐ
：

輪
荷

重
 

b
=
0.

24
+2

t
 
t
：

舗
装

厚
+
床

版
厚

 

規
定

な
し

 

1
 
2
0
0
k
g
f
/c

m
2
程

度
に

お
さ

え
て
い

る
 

R
C

断
面

の
2
％

以

上
ま

た
は

R
C
有

効

断
面

の
3
％

以
上
 

 

国
道

 
2
等

橋
 

T
-
 8

, 
P
=
3
.
0
 

1
1
tf
 

府
県

道
 

3
等

橋
 

T
-
 6

, 
P
=
2
.
2
5 

8
t
f
 

昭
和

1
4
年

（
1
93
9
年

）
2
月
 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
案

,
鋼

道
路

橋
製

作
示

方
書

案
 

制
定

 

(
内

務
省

土
木

局
) 

国
道

お
よ

び
小

路
(
Ⅰ

)
等

以
上

の
街

路
 

1
等

橋
 

T
-
13

, 
P
=
5
.
2
 

1
7
tf
 

同
上

 

た
だ

し
、

衝
撃

係
数

ｉ
＝

2
0
/(

50
+L

)
 

 

(
注

)
 
小

路
(
Ⅰ

)
等

・
・

・
幅
員

8
ｍ

以
上

の
街

路
小

路
,
 

小
路

(
Ⅱ

)
等

・
・

・
幅

員
4
ｍ

以
上

8
ｍ

未
満

の
街

路
 

府
県

道
お

よ
び

小
路

(
Ⅱ

)
等

以

上
の

街
路

 

2
等

橋
 

T
-
 9

, 
P
=
3
.
6
 

1
4
tf
 

昭
和

3
1
年

（
1
95
6
年

）
5
月
 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
､
鋼

道
路

橋

製
作

示
方

書
 

制
定

 

（
建

設
省

道
路

局
長

）
 

一
級

国
道

、
 

二
級

国
道

、
 

主
要

地
方

道
 

1
等

橋
 

T
-
20

, 
P
=
8
.
0
 

－
 

2
.
0
＜

Ｌ
≦

 
4.

0 

Ｍ
＝

0
.
4
×

Ｐ
×

（
Ｌ
-
1
）

×
（
1
+ｉ

）
/
 

 
 

（
L
+
0.

4
）

 

ｉ
＝

2
0
/
（

5
0+

Ｌ
）
 

規
定

な
し

 

 

規
定

な
し
 

有
効

厚
 

1
1
cm

以
上

 

 

主
鉄

筋
量

の
25

％

以
上

 

都
道

府
県

道
 

市
町

村
道

 

2
等

橋
 

T
-
14

, 
P
=
5
.
6
 

－
 

昭
和

3
9
年

(
19

64
年
)
6
月
 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
,
鋼

道
路

橋

製
作

示
方

書
 

改
訂

 

 
(
建

設
省

道
路

局
長

) 

同
上

 
同

上
 

同
上

 
 

同
上

 
同

上
 

S
S
D
4
9
：

1
 8

00
 k

gf
/c

m2
 

昭
和

4
2
年

（
1
96
7
年

）
9
月
 

鋼
道

路
橋

一
方

向
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
床

版
の

配
力

鉄
筋

設
計

要
領

 

 
(
建

設
省

道
路

局
長

通
達

)
 

鉄
筋

量
の

7
0
％

以

上
 

昭
和

4
3
年

（
1
96
8
年

）
5
月
 

鋼
道

路
橋

の
床

版
設

計
に

関
す

る
暫

定
基

準
(
案

)
 

（
日

本
道

路
協

会
）

 

一
級

国
道

、
 

二
級

国
道

、
 

主
要

地
方

道
 

1
等

橋
 

T
-
20

, 
P
=
8
.
0
 

－
 

2
.
0
＜

Ｌ
≦

 
4.

0 

Ｍ
＝

0
.
4
×

Ｐ
×

（
Ｌ
-
1
）

×
（
1
+0

.
4
）
 

規
定

な
し

 
1
 
4
0
0
 
k
g
f/

cm
2  

ｔ
0＝

 

3
L
+1

1
≧
1
6
 

都
道

府
県

道
 

市
町

村
道

 

2
等

橋
 

T
-
14

, 
P
=
5
.
6
 

－
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鋼
橋

の
R
C
床

版
の

設
計

活
荷

重
と

曲
げ

モ
ー

メ
ン

ト
算

定
式

の
変

遷
（

2
）

 

 
橋
の
等

級
 

設
計

活
荷

重
(t

f)
 
※

1  
設

計
曲

げ
モ

ー
メ
ン

ト
(
tf
･m
) 

 
L
=
支
間
長

 
(
m)
 

※
2  

鉄
筋

の
許
容
応

力
度
 

(
k
g
f
/
cm

2
) 

小
版
厚

※
3

（
c
m
）
 

配
力
筋
量
 

道
路

の
種
類
 

等
級
 

自
動
車
 

転
圧

機
 

主
筋
方
向
 

配
力
筋
方
向
 

昭
和

4
6
年

（
1
97
1
年

）
3
月
 

鋼
道

路
橋

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
床

版
の

設
計

に
つ

い
て

 

(
建

設
省

道
路

局
長

通
達

) 

高
速

自
動

車
道

 

一
般

国
道

 

都
道

府
県

道
 

幹
線

市
町

村
道

 

1
等

橋
 

T
-
20

,P
=8

.0
 

(
9
.6

) 

－
 

Ｍ
＝

0
.
8
×

(
0.

12
L+

0.
07

)
×
P
 

Ｍ
＝

0
.
8
×

(
0
.
10

L+
0.

04
)
×

P 
 

ｔ
0＝

 

3
L
+1

1
≧
1
6
 

左
欄

の
曲

げ
モ

ー

メ
ン

ト
式

よ
り

算

出
 

都
道

府
県

道
 

市
町

村
道

 

2
等

橋
 

T
-
14

,P
=5

.6
 

 

－
 

昭
和

4
8
年

(
19

73
年
)
 2

月
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

制
定

 

同
上

 
同

上
 

同
上

 
－

 

昭
和

4
8
年

(
19

73
年
)
 4

月
 

特
定

路
線

に
か

か
る

橋
高

架
の

道
路

等
の

技
術

基
準

 

(
建

設
省

都
市

局
長

,
道

路
局

長
通

達
)
 

特
定

道
路

 

［
湾

岸
道

路
］

 

［
高

速
自

動
車

道
］

 

そ
の

他
 

1
等

橋
 

T
T
-4

3
 

P
=
6.

5 

－
 

L
<
2
.
5m
 

Ｍ
＝

0
.
8
×

(
0.

12
L+

0.
07

)
×
P
×

K 

た
だ

し
、

 
K
 
＞

1.
0 

L
<
2
.
5
m 

Ｍ
＝

0
.
8
×

(
0
.
10

L+
0.

04
)
×

P
×

K 

た
だ

し
、

 
K
 
＞

1.
0 

昭
和

5
3
年

(
19

78
年
)
 4

月
 

道
路

橋
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
床

版
の

設
計

，
施

工
に

つ
い

て
 

(
建

設
省

企
画

課
長

) 

高
速

自
動

車
道

 

一
般

国
道

 

都
道

府
県

道
 

幹
線

市
町

村
道

 

1
等

橋
 

T
-
20

,P
=8

.0
 

(
9
.6

) 

－
 

Ｍ
＝

0
.
8
×

(
0.

12
L+

0.
07

)
×
P
 

Ｍ
＝

0
.
8
×

(
0
.
10

L+
0.

04
)
×

P 
許

容
応

力
度

1
 4
00

kg
f/

c
m2
に

対
し

て

2
0
0
k
g
f
/
c
m
2
程

度
余

裕
を

持
た

せ
る

 

ｔ
0＝

3
L+

11
 

ｔ
＝

k
1
 k

2
 t

0 

k
1
:
交

通
量

係
数
 

k
2
:
負

荷
モ

ー
メ

ン
ト

係
数

 

同
上

 

都
道

府
県

道
 

市
町

村
道

 

2
等

橋
 

T
-
14

,P
=5

.6
 

 

－
 

昭
和

5
5
年

(
19

80
年
)
 2

月
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

改
訂

 

同
上

 
同

上
 

同
上

 
－

 
同

上
 

同
上

 
同

上
 

同
上
 

同
上
 

平
成

2
年

（
19

80
年

）
2
月

 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

改
訂

 

平
成

6
年

（
19

94
年

）
2
月

 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

改
訂

 

高
速

自
動

車
道

 

一
般

国
道

 

都
道

府
県

道
基

幹
道

路
に

関
連

す
る

市
町

村
道

 

A
・

B
活

荷
重

 

P
0＝

10
.0
 

P
=
ｋ

×
P 0
 

Ｌ
≦

 
4
m 

K
=
L/

32
+7

/8
 

床
版

に
関

し

て
は

A
B
と

も

同
じ

 

－
 

同
上

 
同

上
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

平
成

8
年

(1
99
6
年

) 
12

月
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

改
訂

 

同
上

 
同

上
 

同
上

 
－

 

平
成

1
4
年

(
20

02
年
)
 3

月
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

改
訂

 

同
上

 
同

上
 

同
上

 
－

 

平
成

2
4
年

(
20

12
年
)
 3

月
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
 

改
訂

 

同
上

 
同

上
 

同
上

 
－

 
 

 
 

 
 

平
成

2
9
年

(
20

17
年
)
 1

1
月
 

道
路

橋
示

方
書

 
Ⅱ

鋼
橋

編
・

鋼
部

材
 

改
訂

 

同
上

 
同

上
 

同
上

 
－

 
 

 
 

 
 

注
）

 
※

1
：

大
型

車
が

1
方
向

10
0
0
台

/
日

以
上

の
場

合
の

設
計

活
荷

重
を

（
 

 
）

で
示

す
 

 
※

2
：

連
続

版
で

主
鉄

が
車

両
進

行
方

向
に

直
角

の
場

合
 

 
※

3
：

ｔ
：

床
版

厚
(
c
m
)
（

小
数

第
1
位

を
四
捨

五
入

す
る

。
た

だ
し

ｔ
0
を

下
回

ら
な

い
こ

と
）

 

 
 

 
 

 
ｔ

0
：

道
路

橋
示

方
書

に
規

定
さ

れ
る

床
版

厚
小

厚
(
c
m
)
（

小
数

第
1
位

を
四

捨
五

入
し

、
少

数
第

1
位

ま
で

求
め

る
）

 
ｋ

1：
大

型
車

の
1
日

交
通

量
に

よ
る

係
数

 
 

ｋ
2
：

床
版

を
支

持
す

る
桁

の
合

成
を

著
し

く
異

な
る

た
め

に
生

じ
る

付
加

曲
げ

モ
ー

メ
ン

ト
の

係
数

 

 【
参

考
文

献
】「

橋
梁

点
検

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
 

（
財

）
道

路
保

全
技

術
セ

ン
タ

－
 

道
路

構
造

物
保

全
研

究
会

 
鹿

島
出

版
会

 
H
1
8.

12
 

「
保

全
技

術
者

の
た

め
の

橋
梁

構
造

の
基

礎
知

識
［

改
訂

版
］」

 
 
 

多
田

宏
行

 
鹿

島
出

版
会

 

「
道

路
橋

技
術

基
準

の
変

遷
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藤

原
 

稔
 

技
報

堂
出

版
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4
.
道

路
橋

示
方

書
（

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
－

ト
橋

・
コ

ン
ク

リ
－

ト
部

材
編

）
の

変
遷

（
1
）

 

年
・
月
 

示
方

書
の
名
称
 

改
 

訂
 
概
 

要
 

活
荷

重
の
変
遷

（
概
要
・

詳
細
別

途
）
 

関
 
連
 

指
 
針
 

標
準
設
計

図
集
他
 

備
 
 
 

考
 

M
1
9.

8 

(
1
8
8
6
）

 

 

 
 

車
道

・
歩

道
に

区
分

な
し

 

等
分

布
荷

重
の

規
定

 

国
県

道
の

築
造

標
準

(
内

務
省

訓
令

)
 
M
19

.8
  

 
 

 

T
8
.1

2 
 

(
1
9
1
9
）

 

 
 

車
両

荷
重

・
群

集
荷

重
の

規
定

 

道
路

構
造

令
お

よ
び

街
路

構
造

令
(
内

務
省

令
)
 

T
8
.
1
2
 

 
 

 

T
1
5.

6 
 

(
1
9
2
6
) 

 
 

1
等

橋
、

2
等

橋
、
3
等

橋
の

規
定

 

設
計

地
震

力
に

関
す

る
規

定
 

材
料

、
荷

重
、

許
容

応
力

度
(
お

よ
び

割
増

)
の

規
定

 

車
両

荷
重

・
等

分
布

荷
重

の
見

直
し

 

衝
撃

荷
重

の
規

定
 

道
路

構
造

に
関

す
る

細
則

(
内

務
省

土
木

局
)
T
1
5
.6
 

設
計

計
算

方
法

、
許

容
応

力
度

お
よ

び
施

工
方

法
 

 
制

定
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

 
（

土
木

学
会

）
S6

.9
 

 
改

定
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

 
（

土
木

学
会

）
S1

1.
10

 

「
國

道
鐵

筋
混

凝
土

丁
桁

橋
標

準
設

計
案

」
(
内

務
省

土
木

試
験

所
)
 

S
6
 

「
國

道
鐵

筋
混

凝
土

丁
桁

橋
標

準
設

計
案

」
(
内

務
省

土
木

試
験

所
)
 

S
8
 

 

関
東

地
震

 
T
1
2.

9
 

S
1
4.

2 

(
1
93

9
）
 

 
 

1
等

橋
、

2
等

橋
の

規
定

に
変

更
 

車
両

荷
重

・
等

分
布

荷
重

の
見

直
し

 

衝
撃

荷
重

の
見

直
し

 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
案

､
鋼

道
路

橋
製

作
示

方

書
案

(
内

務
省

土
木

局
)
 
S
14

.2
 

 

改
定

 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

 
（

土
木

学
会

）
S1

5.
3 

 
制

定
 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 
 

（
土

木
学

会
）

S
26

.6
 

「
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
T
桁

橋
標

準

設
計

案
」

(
内

務
省

土
木

試
験

所
)
S
1
7
 

 

S
3
0.

4 
 

(
1
95

5
）
 

 
 

床
版

お
よ

び
床

組
の

設
計

の
た

め
の

T
－

20
荷

重
の

規
定

(
1
等

橋
)
 

主
桁

の
設

計
の

た
め

の
L
-
2
0
荷

重
の

規
定

(
1
等

橋
) 

自
動

車
荷

重
2
0
ｔ

(
1
等

橋
)
を

想
定

し
規

定
 

等
分

布
荷

重
3
50

k
g
/
m
2
 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
､
鋼

道
路

橋
製

作
示

方
書

(
建

設
省

道
路

局
長

)
 
S
3
1
.
5 

コ
ン

ク
リ

－
ト

の
品

質
と

許
容

応
力

度
を

規
定

 

P
C
鋼

材
の

規
格

値
の

設
定

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

制
定

 
プ

レ
ス

ト
レ

ス
コ

ン
ク

リ
－

ト
設

計
 

施
工

指
針

（
土

木
学

会
）

S
3
0
.
4 

 

 
 

S
3
1.

11
 

(
1
95

6
）
 

 
 

鉄
筋

の
J
I
S
規

格
化

 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 
 

 
 

 

(
土

木
学

会
)
 

S
33

.5
 

「
ス

ラ
ブ

橋
標

準
設

計
」

 

（
建

設
省

土
木

研
究

所
）

 
S
3
3
 

「
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
T
桁

橋
標

準

設
計

」
（

日
本

道
路

協
会

）
S
3
4
 

「
P
C
ス

ラ
ブ

橋
標

準
設

計
」

 

（
日

本
道

路
協

会
）

S
3
4 

 

S
3
6.

6 
 

(
1
96

1
）
 

 
 

許
容

軸
方

向
圧

縮
応

力
度

が
圧

縮
部

材
と

 

引
張

部
材

と
に

区
分

 

P
C
鋼

材
の

J
IS

規
格

化
 

改
定

 
プ

レ
ス

ト
レ

ス
コ

ン
ク

リ
－

ト
設

計
 

施
工

指
針

（
土

木
学

会
）

S
36

.
8 

 
 

S
3
9.

6 
 

(
1
96

4
）
 

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

－
ト

道
路

橋
設

計
 

示
方

書
（

日
本

道
路

協
会

）
 

床
版

橋
、
T
桁

橋
、
箱

桁
橋

、
ラ

ー
メ

ン
橋

お
よ

び
ア

ー
チ

橋
の

設
計

や
細

部
項

目
の

規
定

 

床
版

の
設

計
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

の
算

定
式

を
規

定
 低

設
計

基
準

強
度

(
28

日
強

度
)を

規
定

 

適
用

支
間

1
50

ｍ
以

下
 

活
荷

重
の

載
荷

方
法

に
関

し
て

主
載

荷
幅

5
.5

m
と

 

残
り

の
部

分
に

分
割

 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
,
鋼

道
路

橋
製

作
示

方
書

(
建

設
省

道
路

局
長

)
 
S
3
9
.
8 

 

 
新

潟
地

震
 

S
3
9
.
6
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道
路

橋
示

方
書

（
Ⅲ

コ
ン

ク
リ

－
ト

橋
・

コ
ン

ク
リ

－
ト

部
材

編
）

の
変

遷
（

2
）

 

年
・

月
 

示
方

書
の
名
称

 
改
 

訂
 
概
 

要
 

活
荷

重
の
変
遷
（
概

要
・
詳
細

別
途
）

 
関

 
連
 

指
 
針

 
標
準

設
計
図
集

他
 

備
 
 
 

考
 

S
4
3
.
3 

（
19

68
）
 

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
－

ト

道
路

橋
 

示
方

書
（

日
本

道
路

協
会

）
 

床
版

橋
軸

方
向

の
設

計
曲

げ
モ

ー
メ

ン
ト

の
 

算
定

式
を

規
定

 

軸
方

向
引

張
力

は
フ

ル
プ

レ
ス

ト
レ

ス
と

規
定

 

震
度

法
か

ら
動

的
解

析
法

ま
で

耐
震

設
計

方
法

を
 

位
置

づ
け

 

 
道

路
橋

耐
震

設
計

指
針

 
S
4
6
.
1
 

適
用

支
間

2
00

m
以

下
 

道
路

橋
示

方
書

 
S
47

.3
 

T
T
-
43

の
規

定
 

特
定

の
路

線
に

か
か

る
橋

、
高

架
の

道
路

等
の

 

設
計

荷
重

 
S
47

.3
 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 
S
4
2.

3
 

コ
ン

ク
リ

－
ト

標
準

示
方

書
 

S
4
9.

9
 

建
設

省
標

準
設

計
 

 

「
ポ

ス
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

P
C
単

純
 

T
げ

た
橋

」
 S

44
 

「
プ

レ
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

P
C
単

純
 

T
げ

た
橋

」
 S

46
 

「
プ

レ
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

P
C
単

純
 

中
空

床
版

橋
」

 
S
50
 

日
向

灘
地

震
 

S
4
3.

4 

S
5
3
.
1 

（
19

78
）
 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
－

ト
橋

編
 

（
日

本
道

路
協

会
）

 

終
局

時
の

破
壊

に
対

す
る

安
全

度
を

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
－

ト
橋

と
同

等
に

す
る

 

設
計

荷
重

作
用

時
の

許
容

応
力

度
に

対
す

る
応

力
度

の
照

査
を

規
定

 

終
局

荷
重

作
用

時
の

破
壊

に
対

す
る

安
全

度
の

照
査

を
規

定
 

せ
ん

断
に

対
す

る
設

計
の

改
訂

 

T
T
-
43

荷
重

の
規

定
 

道
路

橋
示

方
書

 
S5

5.
2 

道
路

橋
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
床

版
の

設
計

・
施

工

指
針

 
S
5
3.

4 

道
路

橋
の

塩
害

対
策

指
針

(
案

)
・

同
解

説
 
S
59

.2
 

小
規

模
吊

橋
指

針
・

同
解

説
 
S
5
9
.
9
 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

［
設

計
編

・
施

工
編

］
S
6
1.

1
0 

道
路

橋
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
－

ト
床

版
防

水
層

設
計

・

施
工

資
料

 
S
6
2.

1 

建
設

省
標

準
設

計
 

「
プ

レ
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

P
C
単

純
 

中
空

床
版

橋
」

 

「
プ

レ
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

P
C
単

純
 

T
げ

た
橋

」
 

「
ポ

ス
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

P
C
単

純
 

T
げ

た
橋

」
 S

55
 

 

H
2
.
2
  

（
19

90
）
 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
－

ト
橋

編
 

（
日

本
道

路
協

会
）

 

床
版

の
設

計
に

関
す

る
規

定
、

曲
線

橋
の

規
定

、

斜
張

橋
の

規
定

、
フ

レ
ッ

シ
ュ

コ
ン

ク
リ

－
ト

お
よ

び
グ

ラ
ウ

ト
の

許
容

塩
化

物
量

の
規

定
 

コ
ン

ク
リ

－
ト

標
準

示
方

書
 

［
設

計
編

・
施

工
編

・
規

準
編

］
H
3
.
9 

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

ブ
ロ

ッ
ク

工
法

に
よ

る
プ

レ
ス

ト

レ
ス

ト
 

コ
ン

ク
リ

－
ト

T
げ

た
道

路
橋

設
計

・

施
工

指
針

 
H
4.

10
 

建
設

省
標

準
設

計
 

「
プ

レ
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

P
C
単

純
床

版
橋

」
 
H
3 

「
軽

荷
重

ス
ラ

ブ
橋

用
P
C
橋

げ
た
」

の
コ

ン
ク

リ
－

ト
強

度
の

み
改

正
 

H
4 

宮
城

県
沖

地
震

 
S
5
3.

6 

日
本

海
中

部
地

震
 

S
5
8.

5 

H
5
.
1
1 

（
19

93
）
 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
－

ト
橋

編
 

（
日

本
道

路
協

会
）

 

活
荷

重
の

変
更

に
伴

う
床

版
の

設
計

規
定

を
改

定
 

1
等

橋
、

2
等

橋
の

区
分

の
廃

止
 

活
荷

重
の

変
更

（
A
活

荷
重

、
B
活
荷

重
）

 

T
荷

重
、

L
荷

重
の

載
荷

方
法

の
規
定

の
見

直
し

 

自
動

車
荷

重
2
5
ｔ

想
定

し
規

定
 

道
路

橋
示

方
書

 
H5

.1
1 

コ
ン

ク
リ

－
ト

標
準

示
方

書
［

規
準

編
］

H
6
.3
 

コ
ン

ク
リ

－
ト

道
路

橋
設

計
便

覧
 
H
6
.9

 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書
［

設
計

編
・
施

工
編

・
規

準
編

・
耐

震
設

計
編

］
H
8
.
3 

建
設

省
標

準
設

計
 

「
ポ

ス
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

P
C
単

純
 

T
げ

た
橋

」
H6
 

 

H
8
.
1
2 

（
19

96
）
 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
－

ト
橋

編
 

（
日

本
道

路
協

会
）

 

終
局

荷
重

作
用

時
の

荷
重

の
組

合
せ

の
変

更
 

設
計

基
準

強
度

6
0
0
k
g
/c

m2
を

規
定

 

T
桁

橋
の

中
間

横
桁

設
置

に
関

す
る

規
定

 

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

セ
グ

メ
ン

ト
橋

の
規

定
 

支
承

お
よ

び
落

橋
防

止
装

置
な

ど
か

ら
水

平
力

を
受

け
る

部
材

の
構

造
細

目
の

規
定

 

外
ケ

ー
ブ

ル
構

造
の

規
定

 

塩
化

物
含

有
量

の
規

定
 
(
0
.
3
0
kg

/m
3
)
 

グ
ラ

ウ
ト

の
ブ

リ
－

デ
ィ

ン
グ

率
の

規
定

（
原

則
3
％

）
 

コ
ン

ク
リ

－
ト

道
路

橋
施

工
便

覧
H
1
0
.
1
 

土
木

構
造

物
設

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

(
案

)
 

［
土

工
構

造
物

・
橋

梁
編

］
H
1
1
.
1
1
 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

［
規

準
編

］
 

H
1
1.

11
 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 
 

耐
久

性
照

査
型

－
［

施
工

編
］

H
1
2
.
1
 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

［
維

持
管

理
編

］
H
1
3.

1 

 

建
設

省
標

準
設

計
 

「
プ

レ
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

P
C
単

純
 

T
げ

た
橋

」
H8
 

  

兵
庫

県
南

部
地

震
 

H
7
.1

 

H
1
4
.
3 

（
20

02
 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
－

ト
橋

編
 

（
日

本
道

路
協

会
）

 

 

コ
ン

ク
リ

－
ト

の
斜

引
応

力
度

、
押

抜
き

せ
ん

断
応

力
度

の
見

直
し

 

死
荷

重
作

用
時

の
鉄

筋
の

許
容

応
力

度
の

規
定

 

塩
害

対
策

規
定

 

ノ
ン

ブ
リ

－
デ

ィ
ン

グ
型

グ
ラ

ウ
ト

を
標

準
 

プ
レ

グ
ラ

ウ
ト

P
C
鋼

材
の

規
定

 

施
工

に
関

す
る

規
定

の
充

実
 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

［
構

造
性

能
照

査
編
・
施

工
編
・
規

準
編

］
H
14

.3
 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

［
耐

震
性

能
照

査
編

］
H
1
4.

1
2 

道
路

橋
支

承
便

覧
 
H
16

.4
 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

［
規

準
編

］
 

H
1
7.

2 

 
S
I
単

位
の

移
行

 
H
11

.
1
1
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道
路

橋
示

方
書

（
Ⅲ

コ
ン

ク
リ

－
ト

橋
・

コ
ン

ク
リ

－
ト

部
材

編
）

の
変

遷
（

3
）

 

年
・

月
 

示
方
書
の

名
称
 

改
 
訂
 
概
 

要
 

活
荷

重
の
変
遷

（
概
要
・
詳
細
別
途
）
 

関
 
連
 

指
 
針
 

標
準

設
計
図
集
他
 

備
 
 
 

考
 

H
1
4.

3 
（

20
0
2
）
 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
－

ト
橋

編
 

（
日

本
道

路
協

会
）

 

 

同
上

 
同

上
 

道
路

橋
床

版
防

水
便

覧
 
H
1
9
.
4 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

[
規

準
編

]
H
1
9.

5 

道
路

照
明

施
設

設
置

基
準

・
同

解
説

 
H
19

.1
0 

道
路

橋
耐

風
設

計
便

覧
 
H
2
0
.
1 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

［
設

計
編

・
施

工
編

・
維

持
管

理
編

］
H
2
0.

3 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

[
規

準
編

]
H
2
2.

11
 

 

 
 

H
2
4.

3 
（

20
1
2
）
 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
－

ト
橋

編
 

（
日

本
道

路
協

会
）

 

従
来

よ
り

も
降

伏
点

の
高

い
鉄

筋
 

S
D
39

0
、
S
D4

90
を

規
定

 

合
成

桁
橋

の
桁

と
床

版
の

接
合

に
関

す
る

規
定

を
見

直
し

複
合

構
造

の
基

本
的

事
項

を
新

た
に

規
定

か
け

違
い

部
の

規
定

を
削

除
 

制
定

 
コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

 

［
基

本
原

則
編

・
設

計
編

・
施

工
編

］
H
2
5.

3 

制
定
 コ

ン
ク
リ
－
ト
標
準
示
方
書
［
維
持
管
理
編
］

H
2
5.

10
 

制
定

 コ
ン

ク
リ

－
ト

標
準

示
方

書
［
規

準
編

］
H
2
5.

11
 

防
護

柵
の

設
置

基
準

・
同

解
説

 
H
28

.
1
2 

 

 
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
 

H
2
3.

3 

H
2
9.

11
（

20
1
7
）
 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅲ
コ

ン
ク

リ
－

ト
橋
・
コ

ン
ク

リ
－

ト
部

材
編

 
（

日
本

道
路

協
会

）
 

多
様

な
構

造
や

新
材

料
に

対
応

す
る

部
分

係
数

 

設
計

法
の

導
入

 

長
寿

命
化

（
1
0
0
年

供
用

）
を

合
理

的
に

 

実
現

す
る

た
め

の
規

定
の

充
実

 

要
求

性
能
（

耐
荷

性
能

、
耐

久
性

能
、
そ

の
他

の

性
能

）
を

規
定

化
 

制
定
 コ

ン
ク

リ
－

ト
標

準
示

方
書

［
設

計
編

・
施

工
編
］
H
3
0.

3 

制
定
 コ

ン
ク
リ

－
ト

標
準

示
方

書
［

規
準

編
・

維
持
管

理
編

］
H
3
0
.
1
0 

道
路

橋
支

承
便

覧
 
H
3
0
.
1
2
 

コ
ン

ク
リ

－
ト

道
路

橋
設

計
便

覧
 
R
2
.
9 

コ
ン

ク
リ

－
ト

道
路

橋
施

工
便

覧
 
R
2
.
9 

 

 
道

路
橋

の
定

期
点

検
 

H
2
6 

熊
本

地
震

 
H
2
8
.
4
 

【
参

考
文

献
】「

橋
梁

点
検

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
 

（
財

）
道

路
保

全
技

術
セ

ン
タ

－
 

道
路

構
造

物
保

全
研

究
会

 
鹿

島
出

版
会

 
H
1
8.

12
 

「
保

全
技

術
者

の
た

め
の

橋
梁

構
造

の
基

礎
知

識
［

改
訂

版
］」

 
 
 

多
田

宏
行

 
鹿

島
出

版
会

 

「
道

路
橋

技
術

基
準

の
変

遷
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藤

原
 

稔
 

技
報

堂
出

版
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5
.
道

路
橋

示
方

書
（

Ⅳ
下

部
構

造
編

）
の

変
遷

（
1
）

 

年
・

月
 

示
方

書
の
名
称
 

改
 

訂
 
概
 
要
 

関
 

連
 
指
 

針
 

補
 

足
 

備
 
 
 

考
 

S
3
9.

3 

（
1
9
64

）
 

道
路

橋
下

部
構

造
設

計
指

針
 

：
く

い
基

礎
の

設
計

篇
 

従
来

、
道

路
橋

の
下

部
構

造
の

技
術

基
準

が
な

く
、
新

し
い

工
法

や
設

計
法

の

開
発

に
伴

っ
て

基
準

の
必

要
性

が
高

ま
り

、
初

の
篇

と
し

て
制

定
 

・
設

計
の

一
般

事
項

 

 
 

   新
潟

地
震

（
S
3
9.

6
）
 

S
4
1.

11
 

（
1
9
66

）
 

道
路

橋
下

部
構

造
設

計
指

針
 

：
調

査
及

び
設

計
一

般
篇

 

各
種

基
礎

形
式

を
有

す
る

下
部

構
造

の
設

計
の

前
提

、
基

本
条

件
と

な
る

調

査
、

荷
重

、
材

料
、

許
容

応
力

度
に

つ
い

て
規

定
 

・
ク

ー
ロ

ン
土

圧
に

よ
る

土
圧

計
算

 

・
粘

性
土

に
粘

着
力

を
考

慮
 

・
許

容
応

力
度

・
許

容
支

持
力

の
規

定
 

 

 
 

 

S
4
3 

（
1
9
68

）
 

道
路

橋
下

部
構

造
設

計
指

針
 

：
橋

台
・

橋
脚

の
設

計
篇

(
S
43

.3
) 

：
直

接
基

礎
の

設
計

篇
(
S
43

.3
) 

：
く

い
基

礎
の

施
工

篇

(
S
43

.1
0)
 

 

そ
れ

ぞ
れ

の
基

礎
・

構
造

に
つ

い
て

定
め

た
も

の
 

・
斜

橋
の

橋
台

に
働

く
土

圧
、

地
震

荷
重

の
統

一
的

な
算

定
方

法
を

規
定

 

・
直

接
基

礎
の

設
計

の
規

定
 

・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

、
P
C
杭

、
鋼

杭
を

中
心

に
規

定
 

・
継

手
、

杭
頭

仕
上

げ
に

つ
い

て
規

定
 

 

 
 

 

S
4
5.

3 

（
1
9
70

）
 

道
路

橋
下

部
構

造
設

計
指

針
 

：
ケ

ー
ソ

ン
基

礎
設

計
篇

 

  

基
礎

・
構

造
に

つ
い

て
定

め
た

も
の

 

・
く

い
基

礎
・

ケ
ー

ソ
ン

基
礎

・
直

接
基

礎
の

範
囲

を
示

す
 

・
鉛

直
、

水
平

の
荷

重
分

担
要

素
の

明
確

化
 

・
ケ

ー
ソ

ン
基

礎
の

設
計

に
必

要
な

項
目

の
規

定
 

 

 
 

 

S
4
8.

1 

（
1
9
73

）
 

道
路

橋
下

部
構

造
設

計
指

針
 

：
場

所
打

ぐ
い

の
設

計
施

工
篇

 

 

基
礎

・
構

造
に

つ
い

て
定

め
た

も
の

 

・
場

所
打

ち
杭

の
定

義
（

深
礎

も
場

所
打

ち
杭

）
 

・
杭

の
設

計
径

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

ヤ
ン

グ
係

数
、

許
容

支
持

力
度

を
規

定
 

・
具

体
的

な
施

工
手

引
き

と
し

て
、

機
械

掘
削

・
人

力
掘

削
に

分
け

た
 

 

 
 

 

S
5
1.

8 

（
1
9
76

）
 

道
路

橋
下

部
構

造
設

計
指

針
 

：
く

い
基

礎
の

設
計

篇
 

S
3
9「

く
い

基
礎

の
設

計
篇

」
以

降
の

基
礎

工
の

進
捗

、
調

査
研

究
の

進
展

を
踏

ま
え

て
改

訂
 

・
杭

の
支

持
力

の
検

討
事

項
・

推
定

式
・

所
要

本
数

算
定

等
の

明
確

化
 

・
木

杭
の

除
外

 

・
継

手
に

は
ア

ー
ク

溶
接

継
手

を
採

用
 

 

 
 

 

S
5
2.

12
 

（
1
9
77

）
 

道
路

橋
下

部
構

造
設

計
指

針
 

：
ケ

ー
ソ

ン
基

礎
の

施
工

篇
 

S
3
9「

く
い

基
礎

の
設

計
篇

」
以

降
の

基
礎

工
の

進
捗

、
調

査
研

究
の

進
展

を
踏

ま
え

て
改

訂
 

・
調

査
、

施
工

一
般

、
ﾆ
ｭ
ｰﾏ

ﾁｯ
ｸｹ

ｰｿ
ﾝ
の

施
工

、
ｵｰ

ﾌﾟ
ﾝ
ｹ
ｰ
ｿ
ﾝ
の

施
工

規
定
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道
路

橋
示

方
書

（
Ⅳ

下
部

構
造

編
）

の
変

遷
（

2
）

 

年
・

月
 

示
方

書
の
名
称
 

改
 

訂
 
概
 
要
 

関
 

連
 
指
 

針
 

補
 

足
 

備
 
 
 

考
 

S
5
5.

5 

（
1
9
80

）
 

道
路

橋
示

方
書

 

：
Ⅳ

下
部

構
造

編
 

S
3
9
～

S
5
2
の

道
路

橋
下

部
構

造
設

計
指

針
（

計
8
編

）
の

統
合

 

・
部

材
照

査
方

法
に

関
し

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

編
と

整
合

 

・
杭

基
礎

の
鉛

直
支

持
力

の
算

定
方

法
を

改
訂

 

・
中

掘
り

杭
工

法
の

設
計

施
工

規
定

 

鋼
管

矢
板

基
礎

設
計

指
針

(
S
59

.2
)1

9
84
 

・
道

路
橋

示
方

書
に

は
規

定
が

な
い

た
め

制
定

 
 

茨
城

県
道

路
橋

計
画

・
設

計
要

領
（

案
）

(
S
5
8
.
1
)
 
19

83
 

・
重

力
式

橋
台

に
お

け
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
継

目
と

設
計

基
準

強
度

に
つ

い
て

 

          

S
5
3 

伊
豆

大
島

近
海

地
震

 

S
5
3 

宮
城

県
沖

地
震

 

 

茨
城

県
道

路
橋

計
画

・
設

計
要

領
（

案
）

(
S
6
3
.
3
)
 
19

88
 

・
重

力
式

橋
台

に
お

け
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
継

目
と

設
計

基
準

強
度

に
つ

い
て

 

          

 

H
2
.2

  

（
1
9
90

）
 

道
路

橋
示

方
書

 

：
Ⅳ

下
部

構
造

編
 

1
9
8
0
年

以
降

の
橋

梁
技

術
進

歩
に

伴
う

調
査

研
究

成
果

の
反

映
 

・
各

種
基

礎
の

設
計

法
の

適
用

範
囲

に
関

す
る

解
説

の
充

実
 

・
地

盤
反

力
係

数
の

算
定

式
や

フ
ー

チ
ン

グ
剛

体
判

定
式

の
統

合
 

・
岩

盤
上

直
接

基
礎

の
許

容
支

持
力

度
や

弾
性

体
基

礎
の

許
容

変
位

量
の

規
定

 

・
高

強
度

水
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

や
太

径
鉄

筋
(
D
3
2
→

D
51

ま
で

)
の

規
定

 

・
暴

風
時

の
取

り
扱

い
の

見
直

し
 

・
P
HC

杭
の

追
加
 

 

地
中

連
続

壁
基

礎
設

計
施

工
指

針
(
H
3
.7

) 

1
9
9
1 

・
新

し
く

開
発

さ
れ

た
基

礎
形

式
で

あ
り

、
S
5
0
年

代
以

降
道

路
橋

基
礎

と
し

て
実

績
を

積
み

重
ね

、
技

術
基

準
を

制
定

す
る

環
境

が
整

っ
た

こ
と

を
受

け
て

制
定

 

S
5
8 

日
本

海
中

部
地

震
 

H
6
.2

 

（
1
9
93

）
 

道
路

橋
示

方
書

 

：
Ⅳ

下
部

構
造

編
 

活
荷

重
の

変
更

に
伴

う
改

訂
 

・
下

部
構

造
の

設
計

に
お

け
る

活
荷

重
の

載
荷

方
法

の
見

直
し

 

・
胸

壁
設

計
に

お
け

る
断

面
力

算
定

式
の

見
直

し
 

 

 
・

道
路

橋
示

方
書

共
通

編
 

1
等

橋
、

2
等

橋
の

区
分

の
廃

止
 

・
活

荷
重

の
変

更
（

A
活

荷
重

、
B
活

荷
重

）
 

・
T
荷

重
、

L
荷

重
の

載
荷

方
法

の
規

定
の

見
直

し
 

・
自

動
車

荷
重

2
5
ｔ

想
定

し
規

定
（

輪
荷

重
8
t
→

1
0
t
）

 

H
5
.
1
1
 
(
1
9
9
3
) 
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道
路

橋
示

方
書

（
Ⅳ

下
部

構
造

編
）

の
変

遷
（

3
）

 

年
・

月
 

示
方

書
の
名
称
 

改
 
訂
 

概
 
要
 

関
 
連
 

指
 
針
 

補
 
足
 

備
 
 
 

考
 

H
8
.1

2 

（
1
9
96

）
 

道
路

橋
示

方
書

 

：
Ⅳ

下
部

構
造

編
 

兵
庫

県
南

部
地

震
に

よ
り

被
災

し
た

道
路

橋
の

復
旧

に
係

わ
る

仕
様

な
ど

を

も
と

に
耐

震
設

計
の

見
直

し
 

・
橋

梁
の

各
部

位
に

地
震

時
保

有
水

平
耐

力
法

を
導

入
し

た
こ

と
に

伴
う

照

査
方

法
の

規
定

 

・
部

材
の

じ
ん

性
向

上
の

た
め

の
細

目
 

・
建

設
費

削
減

の
た

め
の

構
造

形
状

の
単

純
化

 

・
鋼

管
矢

板
基

礎
の

規
定

 

・
ケ

ー
ソ

ン
基

礎
設

計
法

の
改

訂
 

・
地

中
連

続
壁

基
礎

設
計

施
工

指
針

の
取

り
入

れ
 

鋼
管

矢
板

基
礎

設
計

施
工

便
覧

(
H
9
.
1
2)

 

1
9
97
 

 

・
詳

細
な

構
造

例
 

施
工

に
関

す
る

詳
細

な
注

意
事

項
等

を
記

載
 

・
部

材
の

じ
ん

性
向

上
の

た
め

、
た

て
壁

・
柱

部
材

の
軸

方
向

主
鉄

筋
の

 

段
落

し
が

廃
止

、
帯

鉄
筋

等
の

量
を

増
や

し
間

隔
は

変
化

を
避

け
る

記
載

 

 

兵
庫

県
南

部
地

震
 
(
H7

.
1
)
 

   

H
1
4.

3 

（
2
0
02

）
 

道
路

橋
示

方
書

 

：
Ⅳ

下
部

構
造

編
 

仕
様

規
定

の
制

定
根

拠
が

要
求

事
項

と
し

て
表

示
（

従
来

の
仕

様
規

定
は

見
な

し
適

合
仕

様
と

し
て

併
記

）
 

・
死

荷
重

作
用

時
の

鉄
筋

の
許

容
応

力
度

の
規

定
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
部

材
の

塩
害

対
策

規
定

 

・
フ

ー
チ

ン
グ

の
曲

げ
及

び
せ

ん
断

に
対

す
る

設
計

法
の

見
直

し
 

・
直

接
基

礎
の

極
限

支
持

力
算

定
式

の
見

直
し

 

・
プ

レ
ボ

ー
リ

ン
グ

杭
工

法
、
鋼

管
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

杭
工

法
、
バ

イ
ブ

ロ
ハ

ン
マ

杭
工

法
の

規
定

 

・
場

所
打

杭
、
中

堀
杭

、
鋼

管
矢

板
基

礎
及

び
地

中
連

続
壁

基
礎

の
支

持
力

推

定
式

の
見

直
し

 

        

土
木

構
造

物
設

計
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 

土
木

構
造

物
設

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
案

）
 

［
土

工
構

造
部
・
橋

梁
編

］
(H

11
.
1
1
) 
1
99

9 

   茨
城

県
道

路
橋

計
画

・
設

計
要

領
（

案
）

 

改
訂

版
(
H
15

.3
)2

00
3 

・
使

用
材

料
及

び
主

要
部

材
の

標
準

化
・

規
格

化
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

：
σ

c
k
=2

4N
/m

m2
,鉄

筋
：

S
D
34

5 

・
配

筋
仕

様
の

標
準

化
 

 
主

鉄
筋

の
配

筋
間

隔
2
50

mm
が

標
準

 

 
配

力
鉄

筋
は

主
鉄

筋
の

外
側

 

 ・
重

力
式

橋
台

に
お

け
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
継

目
と

設
計

基
準

強
度

に
つ

い
て

 

          

S
I
単

位
の

移
行
 
(
H
1
1
.
1
1
) 

H
2
4.

3 

（
2
0
12

）
 

道
路

橋
示

方
書

 

：
Ⅳ

下
部

構
造

編
 

維
持

管
理

に
関

す
る

事
項

の
充

実
を

図
り

、
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
を

踏
ま

え
た

規
定

の
見

直
し

 

・
従

来
よ

り
も

降
伏

点
の

高
い

鉄
筋

S
D
3
9
0
、

S
D
49

0
を

規
定

 

・
橋

台
部

ジ
ョ

イ
ン

ト
レ

ス
構

造
の

設
計

を
規

定
 

・
橋

台
背

面
ア

プ
ロ

ー
チ

部
の

規
定

 

・
道

路
橋

基
礎

に
求

め
ら

れ
る

基
本

事
項

を
規

定
 

・
回

転
杭

工
法

の
規

定
 

・
R
C
杭

の
削

除
 

 
 

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

(
H
23

.3
）
 

 

H
2
9.

11

（
2
0
17

）
 

道
路

橋
示

方
書

 

：
Ⅳ

下
部

構
造

編
 

道
路

橋
定

期
点

検
の

法
定

化
等

道
路

橋
の

長
寿

命
化

に
対

す
る

社
会

的
ニ

ー

ズ
の

増
加

や
熊

本
地

震
に

よ
る

被
災

並
び

に
復

旧
の

経
験

を
踏

ま
え

た
規

定

の
見

直
し

 

・
多

様
な

構
造

や
新

材
料

に
対

応
す

る
部

分
係

数
設

計
法

及
び

限
界

状
態

設

計
法

の
導

入
 

・
長

寿
命

化
（

1
00

年
供

用
）

を
合

理
的

に
実

現
す

る
た

め
の

規
定

の
充

実
 

・
要

求
性

能
（

耐
荷

性
能

、
耐

久
性

能
、

そ
の

他
の

性
能

）
を

規
定

化
 

 

 
 

道
路

橋
の

定
期

点
検

(
H
2
6
)
 

熊
本

地
震

(
H
28

.4
) 

【
参

考
文

献
】「

橋
梁

点
検

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
 

（
財

）
道

路
保

全
技

術
セ

ン
タ

－
 

道
路

構
造

物
保

全
研

究
会

 
鹿

島
出

版
会

 
H
1
8.

12
 

「
保

全
技

術
者

の
た

め
の

橋
梁

構
造

の
基

礎
知

識
［

改
訂

版
］」

 
 
 

多
田

宏
行

 
鹿

島
出

版
会

 

「
道

路
橋

技
術

基
準

の
変

遷
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藤

原
 

稔
 

技
報

堂
出

版
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6
.
道

路
橋

示
方

書
（

Ⅴ
耐

震
設

計
編

）
の

変
遷

（
1
）

 

年
 ⽉

 
⽰

⽅
書

の
名

称
 

改
 訂

 概
 要

 
補

 ⾜
 

関
 連

 指
 針

 
耐

震
性

能
 

備
  

 考
 

T
1
5
.6
 

(
1
9
26

) 

 
強
地
震
力
を
考
慮
（
た
だ
し
具
体
的
な
数
値
、
計
算
方

法
は
示
さ
れ
ず
）
 

 
道

路
構

造
に

関
す

る
細

則
 

 
T
1
2
.
（

19
2
3
）

関
東

大
震

災
 

S
1
4
.2
 

(
1
9
39

) 

 
水

平
加

速
度

 
0
.
2
g 

お
よ

び
鉛

直
加

速
度

 
0
.
1
g
 
を

標
準

 

 
鋼

道
路

橋
設

計
示

方
書

案
 

 
 

S
3
1
.5
 

(
1
9
56

) 

 
水

平
震

度
を

 
0
.
1
0
～

0.
3
5 

と
し

、
地

域
別

、
地

盤
別

に
 
9
 
種

類
に

分
類

し
て

規
定

 
当

時
、

道
路

橋
耐

震
設

計
の

記
述

 
が

あ
っ

た
の

は
鋼

道
路

橋
設

計
示

方
書

の
み

 

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
 

 
福

井
地

震
（

1
9
4
8
）

 

 

S
4
6
.3
 

(
1
9
71

) 

 
震

度
法
（

地
域

別
、
地

盤
別

、
重

要
度

の
補

正
係

数
を

考
慮

）
に

よ
る

耐
震

計
算

、
応

答
を

考
慮

し
た

修
正

震
度

法
、
設

計
水

平
震

度
（

0
.
1
～

0
.
3
）、

液
状

化
の

可
能

性
を

土
質

特
性

等
よ

り
判

定
し

、
液

状
化

す
る

土
層

の
支

持
力

を
無

視
す

る
 

標
準

震
度

を
0
.
2
と

す
る

 

落
橋

防
止

設
計

荷
重

 

・
1
.
5・

k
h・

R
d（

大
0
.
3
6・

R
d
） 

道
路

橋
耐

震
設

計
指

針
 

関
東

大
震

災
の

よ
う

な
稀

に
起

こ

る
大

地
震

に
対

し
て

も
落

橋
な

ど

が
生

じ
な

い
 

新
潟

地
震

（
1
9
6
4
）

 

S
5
5
.5
 

(
1
9
80

) 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅴ
耐

震
設

計
編

 

地
震

時
変

形
性

能
の

照
査

法
 

動
的

解
析

の
位

置
づ

け
を

行
い

、
設

計
地

震
入

力
を

規
定

 

落
橋

防
止

設
計

荷
重

 

・
2
.
0・

k
h・

R
d（

大
0
.
4
8・

R
d
） 

 
変

更
な

し
 

宮
城

県
沖

地
震

（
1
9
7
8
）

 

H
2
.
2 

(
1
9
90

) 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅴ
耐

震
設

計
編

 

震
度

法
と

修
正

震
度

法
を

統
合

し
、

新
た

に
震

度
法

（
地

域
別

、
地

盤
別

、
重

要
度

別
、
固

有
周

期
、
の

補
正

係
数

を
考

慮
）

に
よ

る
耐

震
計

算
、

設
計

水
平

震
度

 
0
.
1
～

0
.3

、
連

続
橋

の
耐

震
設

計
法

を
規

定
、
地

震
時

保
有

水
平

耐
力

の
照

査
を

規
定

（
設

計
震

度
 

0
.
7
～

1
.0

）、
動

的
解

析
に

よ
る

安
全

性
の

照
査

法
を

規
定

 

R
C

橋
脚

に
対

す
る

地
震

時
保

有

水
平

耐
力

法
の

導
入

 

 落
橋

防
止

設
計

荷
重

 

・
2
.
0・

k
h・

Rd
（

大
0
.
6・

Rd
） 

 
変

更
な

し
 

 

H
7
.
5 

(
1
9
95

) 

 
地

震
の

影
響

の
大

き
い

部
材
（

R
C
 
橋

脚
、
鋼

製
橋

脚
、

基
礎

、
支

承
等

）
に

対
す

る
地

震
時

保
有

水
平

耐
力

の
照

査
の

実
施

（
設

計
震

度
 
1
.
5
～

2
.
0
）、

動
的

解
析

に
よ

る
兵

庫
県

南
部

地
震

に
対

す
る

安
全

性
の

照
査

、
免

震
設

計
の

採
用

、
ね

ば
り

強
い

構
造

の
た

め
の

配
筋

細
目

等
 

 
兵

庫
県

南
部

地
震

に
よ

り
被

災
し

た

道
路

橋
の

復
旧

に
係

る
仕

様
 

 
兵

庫
県

南
部

地
震

（
1
9
9
5
）

 

H
8
.
12
 

(
1
9
96

) 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅴ
耐

震
設

計
編

 

兵
庫

県
南

部
地

震
の

地
震

動
を

設
計

地
震

動
と

し
て

規
定

 
地

震
の

影
響

の
大

き
い

部
材
（

R
C
 
橋

脚
、
鋼

製
橋

脚
、

基
礎

、
支

承
等

）
に

対
す

る
地

震
時

保
有

水
平

耐
力

に
よ

る
耐

震
設

計
を

実
施

 
液

状
化

が
生

じ
る

場
合

の
耐

震
設

計
法

、
流

動
化

に
対

す
る

取
り

扱
い

の
規

定
 

免
震

設
計

法
の

具
体

的
な

規
定

 
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ラ

ー
メ

ン
橋

脚
の

地
震

時
保

有
水

平
耐

力
法

の
規

定
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
充

填
し

た
鋼

製
橋

脚
の

地
震

時
保

有
水

平
耐

力
お

よ
び

変
形

性
能

の
算

定
方

法
の

規
定

、
地

震
時

保
有

水
平

耐
力

法
に

基
づ

く
基

礎
の

耐
震

設
計

法
の

規
定

、
支

承
の

地
震

時
の

設
計

法
、

落
橋

防
止

シ
ス

テ
ム

の
規

定
 

保
有

水
平

耐
力

法
の

拡
充

 

・
R
C
橋

脚
だ

け
で

な
く

基
礎

な

ど
に

も
適

用
 

 落
橋

防
止

シ
ス

テ
ム

の
充

実
 

・
支

承
の

耐
震

上
の

位
置

づ
け

 

 落
橋

防
止

設
計

荷
重

 

・
1
.
5
・

R
d 

 

 
橋

と
し

て
の

機
能

の
回

復
を

速
や

か
に

行
え

る
限

定
さ

れ
た

損
傷

に

と
ど

め
る
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道
路

橋
示

方
書

（
Ⅴ

耐
震

設
計

編
）

の
変

遷
（

2
）

 

年
 ⽉

 
⽰

⽅
書

の
名

称
 

改
 訂

 概
 要

 
補

 ⾜
 

関
 連

 指
 針

 
耐

震
性

能
 

備
  

 考
 

H
1
4
.3
 

(
2
0
02

) 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅴ
耐

震
設

計
編

 

レ
ベ

ル
 
1
 
地

震
動

、
レ

ベ
ル

 
2
 
地

震
動

の
規

定
、

修
正

物
部

岡
部

式
に

基
づ

く
レ

ベ
ル

 
2
 
地

震
時

の

主
働

土
圧

の
評

価
式

お
よ

び
レ

ベ
ル

 
2
 
地

震
時

の

動
水

圧
の

評
価

方
法

を
導

入
 

液
状

化
地

盤
上

の
橋

台
基

礎
の

照
査

方
法

の
規

定
、

鋼
製

橋
脚

の
耐

力
～

変
形

性
能

の
評

価
法

の
見

直

し
、
鋼

上
部

構
造

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
上

部
構

造
に

対
す

る
耐

震
性

能
照

査
の

考
え

方
を

規
定

、
レ

ベ
ル

 
2
 
地

震
動

に
対

す
る

支
承

部
の

耐
力

・
変

形
性

能
の

評
価

法
の

見
直

し
 

性
能

規
定

化
 

・
従

来
の
「

仕
様

規
定

」
か

ら
「

性

能
規

定
」

へ
 

 落
橋

防
止

設
計

荷
重

 

・
変

更
な

し
 

 

 
損

傷
が

限
定

的
な

も
の

に
と

ど
ま

り
、

機
能

の
回

復
が

速
や

か
に

行

い
得

る
 

 

H
2
4
.3
 

(
2
0
12

) 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅴ
耐

震
設

計
編

 

レ
ベ

ル
 
2
 
地

震
動
（

タ
イ

プ
Ⅰ

）
の

見
直

し
、
地

震

の
影

響
を

支
配

的
に

受
け

る
部

材
に

要
求

す
る

基
本

事
項

の
明

示
、
S
D
3
9
0
、
S
D
4
9
0 

の
軸

方
向

鉄
筋

と
し

て
の

適
用

、
構

造
の

合
理

化
、
落

橋
防

止
シ

ス
テ

ム
の

規
定

の
見

直
し

 

レ
ベ

ル
 
2
 
地

震
動

（
タ

イ
プ

Ⅰ
）

→
新

た
に

設
定

 

下
部

構
造

の
耐

力
が

、
落

橋
防

止
 

構
造

の
耐

力
よ

り
も

大
き

く
な

る

よ
う

に
設

計
地

震
力

の
算

出
式

の
 

見
直

し
 

落
橋

防
止

設
計

荷
重

 

・
上

下
部

工
連

結
：

P
L
G
 

・
上

部
工

連
結

：
変

更
な

し
 

 
変

更
な

し
 

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

（
2
0
1
1
）

 

H
2
9 

(
2
0
17

) 

道
路

橋
示

方
書

 

Ⅴ
耐

震
設

計
編

 

架
橋

位
置

と
形

式
選

定
へ

の
配

慮
 

津
波

や
斜

面
崩

壊
・
断

層
変

位
の

影
響

を
排

除
、
構

造

脆
弱

性
の

排
除

 

動
的

解
析

の
標

準
化

 

「
耐

震
性

能
」

の
発

展
的

解
消

 

「
耐

震
性

能
」「

耐
久

性
能

」「
そ

の
他

性
能

」
、
災

害

時
以

外
に

も
適

用
、

部
材

等
の

限
界

状
態

の
設

定
 

「
上

下
部

接
続

部
」

の
設

計
 

支
承

・
落

橋
防

止
シ

ス
テ

ム
・

伸
縮

装
置

 

液
状

化
の

判
定

の
見

直
し

 

2
0
1
6
年

熊
本

地
震

の
被

災
・

復
旧

の
反

映
 

落
橋

防
止

設
計

荷
重

 

・
上

下
部

工
連

結
：

変
更

な
し

 

・
上

部
工

連
結

：
変

更
な

し
 

 
耐

震
性

能
と

い
う

概
念

を
発

展
的

に
解

消
 

熊
本

地
震

（
2
0
1
6
）

 

【
参

考
文

献
】「

橋
梁

点
検

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
 

（
財

）
道

路
保

全
技

術
セ

ン
タ

－
 

道
路

構
造

物
保

全
研

究
会

 
鹿

島
出

版
会

 
H
1
8.

12
 

「
保

全
技

術
者

の
た

め
の

橋
梁

構
造

の
基

礎
知

識
［

改
訂

版
］」

 
 
 

多
田

宏
行

 
鹿

島
出

版
会

 

「
道

路
橋

技
術

基
準

の
変

遷
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藤

原
 

稔
 

技
報

堂
出

版
 

 

-28-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅱ編 カルバート⼯（溝橋）指針編 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1.道路土工構造物の技術基準体系 

 

設計・施工 

  
                                                   

（修繕の場合）               

 
 
 
  
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（以下、道路協会図書）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

     【解説書】                【指針等】             【便覧等】         【主なガイドブック等】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（以下、道路協会図書）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
 
 
 

道路の技術基準体系図 P.26 (国土交通省 道路局)令和 4年 4月 

一部加除修正 

 

道路法 第 29 条(道路の構造の原則) 
     第 30 条(道路の構造の基準) 

道路法 第 42 条(道路の維持又は修繕)

政令  (無し) 

国土交通省令  (無し) 

都市局長、道路局長連盟通達 
「道路土工構造物技術基準について」  H27.3.31

道路土工構造物技
術基準・同解説 
(平成 29 年 3 月) 

道路土工要綱(平成 21 年版) 
(平成 21 年 6 月) 

切土工・斜面安定工
指針(平成 21 年度版)
(平成 21 年 6 月) 

カルバート工指針(平成 21 年度版) 
(平成 22 年 3 月) 

盛土工指針(平成 22 年度版) 
(平成 22 年 4 月) 

擁壁工指針(平成 24 年度版) 
(平成 24 年 8 月) 

軟弱地盤対策工指針(平成 24年度版) 
(平成 24 年 8 月) 

仮設構造物工指針 
(平成 11 年 3 月) 

共同溝設計指針 
(昭和 61 年 3 月) 

落石対策便覧 
(平成 29 年 12 月)

落石対策便覧に関
する参考資料 
(平成 14 年 4 月) 

道路震災対策便覧 (震前対策編)平成 18 年度版 (平成 18年 9 月) 

道路震災対策便覧 (震災復旧編)平成 18 年度版 (平成 19年 3 月) 

-29-



2.道路土工指針の変遷 

表 1.道路土工指針の変遷 

 指針 摘要

道路土工指針 S31

道路土工要綱 S58 現行基準

のり面・斜面安定工指針 S61

道路排水工指針 S62

土質調査指針 S61

施工指針 S61

軟弱地盤対策工指針 S61 現行基準

擁壁・カルバート・仮設構造物工指針 S62

カルバート工指針 現行基準

擁壁工指針 現行基準

仮設構造物工指針 現行基準

切土工・斜面安定工指針 現行基準

盛土工指針 現行基準

S S S S S H H H H H H
39 43 53 53 58 5 7 16 19 21 23

新
潟
地
震

十
勝
沖
地
震

伊
豆
大
島
近
海
地
震

宮
城
県
沖
地
震

日
本
海
中
部
地
震

釧
路
沖
地
震

兵
庫
県
南
部
地
震

新
潟
県
中
越
地
震

能
登
半
島
地
震

駿
河
湾
を
震
源
と
す
る
地
震

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

S52

S52

H22

主要な地震

H24

H22

H21

H11

H11

S54

S54

H2

H11

道路技術基準温故知新 P.85
一部加除修正

S42

S47

S52

H21

S48

S52

H11 H24

改訂年代

2022.6.1　現在
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道
路

土
工

（
カ

ル
バ

ー
ト

工
指

針
）

の
変

遷
（

1
）

 

年
・
月
 

道
路
土
工
の
名
称
 

改
 
訂
 
概
 
要
 

道
路
橋
示

方
書
の
変

遷
 

土
木

構
造
物
標

準
設
計
 

・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
他

の
変
遷
 

材
料

・
構
造
細

目
の
変
遷
 

備
 
 
 

考
 

S
3
1.

11
（

19
56

）
 

道
路

土
工

指
針

（
初

版
）

 

※
道

路
工

法
叢

書
第

1
0
集

と
し

て
発

行
 

直
営

を
前

提
と

し
た

内
容

で
、

啓
蒙

的
な

解
説

書
 

土
質

調
査

を
土

質
測

量
(
s
oi

l
 
s
u
r
v
e
y)

と
表

記
し

て
い

た
 

土
工

機
械

の
選

定
、
作

業
能

力
に

力
点

を
置

い
た

解
説

が
さ

れ
て

い

た
 

当
時

と
し

て
は

目
新

し
い

軟
弱

地
盤

と
そ

の
処

理
、
対

策
に

ふ
れ

て

お
り

そ
の

後
の

進
歩

の
礎

と
な

っ
た

 

 
土

木
構

造
物

標
準

設
計
（

初
版

）
S4

0
.7
 

(
1
9
6
5)
 

 

 
 

S
4
2.

7 
（

19
67

）
 

道
路

土
工

指
針

（
第

1
回

改
訂

版
）

 

※
副

指
針

発
行

 

S4
7.
9
の

り
面
工

と
斜

面
安

定
工

指
針

 

S
4
8.

6 
道

路
排

水
工

指
針

 

土
工

を
調

査
、
計

画
、
設

計
、
施

工
、
管

理
、
検

査
の

流
れ

に
沿

っ

た
実

務
的

指
針

と
な

る
 

土
質

調
査

と
表

記
さ

れ
る

 

基
礎

地
盤

の
液

状
化

へ
の

対
応

が
示

さ
れ

る
 

 
 

 
S
39

新
潟

地
震
 

S
4
8.

6 
（

19
66

）
 

道
路

土
工

指
針

（
第

2
回

改
訂

版
）

 
日

本
統

一
土

質
分

類
が

採
用

さ
れ

る
 

建
設

機
械

の
性

能
向

上
に

対
応

し
て

作
業

能
力

算
定

上
の

数
値

が

改
正

さ
れ

る
 

副
指

針
に

該
当

す
る

事
項

が
修

正
さ

れ
る

 

コ
ル

ゲ
ー

ト
メ

タ
ル

カ
ル

バ
ー

ト
の

設
計

板
厚

表
が

改
正

さ
れ

る
 

 

 
土

木
構

造
物

標
準

設
計
（

第
1
回

改
訂

） 

S
5
0
.
2 

(1
97

5)
 

設
計

活
荷

重
T
-2

0 

【
使

用
材

料
】

 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
:
σ

c
k=

21
0k

g/
cm

2  

鉄
筋

:
S
D
3
0 

【
か

ぶ
り

】
 

底
版

下
面

以
外

 
 
：

70
mm
 

底
版

下
面

 
 

 
：

1
0
0
m
m
 

【
配

力
鉄

筋
位

置
】

 

配
力

鉄
筋

は
主

鉄
筋

の
内

側
 

ベ
ン

ト
筋

使
用

 

S
4
3
 
十

勝
沖

地
震
 

S
5
2.

1
（
1
97

7
）
 

道
路

土
工

 
擁

壁
・
カ

ル
バ

ー
ト
・
仮

設
工

指
針

（
初

版
）

 

分
冊

と
な

っ
た

初
版

 

カ
ル

バ
ー

ト
の

定
義

、
適

用
範

囲
、
な

ら
び

に
調

査
・
設

計
に

際
し

て
の

基
本

的
事

項
、

詳
説

で
構

成
さ

れ
る

 

構
造

形
式

の
選

定
、
外

力
の

計
算

、
部

材
の

応
力

計
算

の
方

法
が

示

さ
れ

る
 

建
設

省
の

標
準

設
計

使
用

の
概

要
が

示
さ

れ
る

 

 

 
 

  

 

S
6
2.

5 
（

19
87

）
 

道
路

土
工

 
擁

壁
・
カ

ル
バ

ー
ト
・
仮

設
工

指
針

（
第

1
回

改
訂

版
）

 

カ
ル

バ
ー

ト
の

種
類

が
体

系
化

さ
れ

る
 

ラ
ー

メ
ン

計
算

方
法

に
、
た

わ
み

角
法

の
他

に
変

形
法

が
示

さ
れ

る
 

モ
ー

メ
ン

ト
移

行
に

よ
る

鉄
筋

配
置

方
法

が
示

さ
れ

る
 

門
形

カ
ル

バ
ー

ト
の

設
計

方
法

の
詳

細
が

示
さ

れ
、
ス

ト
ラ

ッ
ト

の

設
置

が
原

則
化

さ
れ

る
 

ア
ー

チ
カ

ル
バ

ー
ト
・
硬

質
塩

化
ビ

ニ
ル

パ
イ

プ
カ

ル
バ

ー
ト

の
設

計
方

法
が

示
さ

れ
る

 

 
土

木
構

造
物

標
準

設
計
（

第
2
回

改
訂

） 

S
6
1
.
2 

(1
98

6)
 

設
計

活
荷

重
T
-2

0 

【
使

用
材

料
】

 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
:
σ

c
k=

21
0k

g/
cm

2  

鉄
筋

:
S
D
3
0 

【
か

ぶ
り

】
 

底
版

下
面

以
外

 
 
：

70
mm
 

底
版

下
面

 
 

 
：

1
0
0m

m 

【
配

力
鉄

筋
位

置
】

 

配
力

鉄
筋

は
主

鉄
筋

の
内

側
 

ベ
ン

ト
筋

廃
止

 

S
5
3
 
伊

豆
大

島
近

海
地

震
 

S
5
3
 
宮

城
県

沖
地

震
 

S
5
8
 
日

本
海

中
部

地
震
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道
路

土
工

（
カ

ル
バ

ー
ト

工
指

針
）

の
変

遷
（

2
）

 

年
・
月

 
道
路
土
工

の
名
称

 
改
 
訂
 

概
 
要

 
道
路
橋
示

方
書
の
変

遷
 

土
木

構
造
物
標

準
設
計
 

・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
他

の
変
遷

 
材

料
・
構

造
細
目
の

変
遷

 
備

 
 
 
考

 

H
1
1.

3 
 （

19
99

） 
道

路
土

工
 

カ
ル

バ
ー

ト
工

指
針

（
第

2
回

改
訂

版
）

 

設
計

活
荷

重
の

見
直

し
(
T
-2

5)
 

適
用

土
被

り
を

2
0
ｍ

ま
で

拡
大

し
、

鉛
直

土
圧

係
数

α
の

見
直

し
 

新
技

術
・
新

工
法

(
セ

ラ
ミ

ッ
ク

パ
イ

プ
、
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
複

合

管
、
硬

質
塩

化
ビ

ニ
ル

パ
イ

プ
卵

型
管

、
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
工

法
等

)
に

関
す

る
記

述
の

追
加

 

道
路

占
用

物
件

に
関

す
る

記
述

の
追

加
 

従
来

単
位

と
S
I
単

位
の

併
記
 

  

道
路

橋
示

方
書

共
通

編
 

1
等

橋
、

2
等

橋
の

区
分

の
廃

止
 

活
荷

重
の

変
更
（

A
活

荷
重

、
B
活
荷

重
）
 

T
荷

重
、
L
荷

重
の

載
荷

方
法

の
規

定
の

見
直

し
 

自
動

車
荷

重
2
5
ｔ

想
定

し
規

定
 

（
輪

荷
重

8
t
→

1
0t

）
 

H
5
.1

1 
(
1
9
9
3
) 

土
木

構
造

物
設

計
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
 

土
木

構
造

物
設

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

(
案

)
 

[
土

工
構

造
部

・
橋

梁
偏

] 

土
木

構
造

物
設

計
マ

ニ
ュ

ア
ル

(
案

)
に

係
わ

る
設

計
・

施
工

の
手

引
き

(
案

)
 

[
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

・
擁

壁
編

]
 

設
計

活
荷

重
T
-2

5 

H
1
1
.
11

 (
19

99
) 

 土
木

構
造

物
標

準
設

計
 
第

1
巻
 

H
1
2
.
9 

(2
00

0)
 

【
使

用
材

料
】

 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
σ

ck
=
24

N/
mm

2  

鉄
筋

:
S
D
3
45
 

【
か

ぶ
り

】
 

頂
版

・
側

壁
：

1
0
0m

m 

底
版

 
 
 

 
：

11
0m

m 

【
主

鉄
筋

間
隔

】
 

2
5
0
mm

が
標

準
 

【
配

力
鉄

筋
位

置
】

 

配
力

鉄
筋

は
主

鉄
筋

の
外

側
 

 

H
5
釧

路
沖

地
震

 

H
7
 
兵

庫
県

南
部

地
震

 

設
計
・

施
工

の
省

人
化

・
省

力
化
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

に
配

慮
し

た
以

下
の

方
策

が
示

さ

れ
た

 

(
1
)
構

造
物

形
状

の
単

純
化

（
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル

バ
ー

ト
を

標
準

、
斜

角
を

付
け

な
い

、
下

ハ
ン

チ
除

去
）

 

(
2
)
使

用
材

料
お

よ
び

主
要

部
材

の
標

準
化

・

規
格

化
（

σ
c
k=
2
4N

/m
m
2 ,
S
D
34

5
を

標
準

、
部

材

厚
さ

等
厚

の
矩

形
断

面
を

標
準

、
配

筋
仕

様
・

配
筋

の
標

準
化

、
ユ

ニ
ッ

ト
鉄

筋
の

使
用

）
 

(
3
)
構

造
物

の
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
化

（
プ

レ
キ

ャ

ス
ト

部
材

の
適

用
、
σ

ck
=
30

～
40

kN
/
mm

2
を

標

準
、

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

部
材

の
接

合
）

 

H
2
2.

3 
 （

20
10

） 
道

路
土

工
 

カ
ル

バ
ー

ト
工

指
針

（
第

3
回

改
訂

版
）

 

指
針

利
用

者
の

便
を

考
慮

し
て

土
工

指
針

全
体

の
再

体
系

化
 

性
能

規
定

型
設

計
の

考
え

方
を

取
り

入
れ

た
 

技
術

理
念

の
要

点
を

枠
書

き
と

し
た

 

適
用

対
象

と
す

る
構

造
物

が
明

確
化

さ
れ

た
 

性
能

規
定

型
設

計
の

考
え

方
に

基
づ

く
解

析
手

法
、

設
計

方
法

、
材

料
、

構
造

等
に

関
す

る
基

本
的

な
考

え
方

を
明

示
さ

れ
た

 

従
前

の
慣

用
的

設
計

法
の

位
置

づ
け

を
示

し
、

従
前

の
慣

用
的

設
計

法
に

よ
る

カ
ル

バ
ー

ト
と

そ
れ

以
外

の
手

法
に

よ
り

設
計

す
る

カ
ル

バ
ー

ト
を

明
確

化
さ

れ
た

 

従
前

の
慣

用
的

設
計

法
を

適
用

す
る

カ
ル

バ
ー

ト
の

本
体

、
基

礎
、

埋
戻

し
、

構
造

細
目

等
で

満
た

す
こ

と
が

必
要

と
な

る
要

件
や

仕
様

等
を

整
理

 

カ
ル

バ
ー

ト
の

変
状

・
損

傷
の

主
な

発
生

形
態

の
記

述
の

具
体

化
、

基
礎

地
盤

対
策

の
考

え
方

の
整

理
、

高
耐

圧
ポ

チ
エ

チ
レ

ン
管

等
の

新
材

料
が

整
理

さ
れ

た
 

 
 

 
H
1
2 

鳥
取

県
西

部
地

震
 

H
1
5 

十
勝

沖
地

震
 

H
1
6 

新
潟

県
中

越
地

震
 

H
1
9
 

能
登

半
島

地
震

 

H
2
0 

岩
手

・
宮

城
内

陸
地

震
 

  

H
2
9.

3 
（

20
17

）
 

道
路

土
工

構
造

物
技

術
基

準
・
同

解

説
（

初
版

）
 

道
路

土
工

構
造

物
を

定
義

化
し

、
基

準
の

対
象

が
明

確
化

さ
れ

た
 

作
用

を
明

確
化

し
、

設
計

作
用

力
の

明
確

化
と

統
一

化
が

図
ら

れ
た

 

要
求

性
能

を
明

確
化

し
、
損

傷
に

よ
る

道
路

機
能

へ
の

支
障

、
修

復
性

が
明

確
化

さ
れ

た
 

連
続

・
隣

接
す

る
構

造
物

と
の

要
求

性
能

の
整

合
が

図
ら

れ
た

 

排
水

設
計

の
実

施
を

明
確

化
し

、
土

中
の

水
に

よ
る

損
傷

、
災

害
発

生

の
防

止
が

図
ら

れ
た

 

設
計

条
件

と
施

工
条

件
の

適
合

す
る

こ
と

が
明

示
さ

れ
、

維
持

管
理

に
お

い
て

設
計
・
施

工
時

の
記

録
を

保
存

し
、
損

傷
・
災

害
時

の
補

修

設
計

等
に

反
映

す
る

こ
と

が
図

ら
れ

た
 

 
 

 
H
2
4 

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震
 

H
2
8 

熊
本

地
震

 
 

【
参

考
文

献
】「

橋
梁

点
検

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
 

（
財

）
道

路
保

全
技

術
セ

ン
タ

－
 

道
路

構
造

物
保

全
研

究
会

 
鹿

島
出

版
会

 
H
1
8.

12
 

「
保

全
技

術
者

の
た

め
の

橋
梁

構
造

の
基

礎
知

識
［

改
訂

版
］」

 
 
 

多
田

宏
行

 
鹿

島
出

版
会

 

「
道

路
橋

技
術

基
準

の
変

遷
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藤

原
 

稔
 

技
報

堂
出

版
 

「
道

路
技

術
基

準
温

故
知

新
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
公

社
)
日

本
道

路
協

会
 

H
2
7
.
1
2
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第Ⅲ編 参考資料（橋梁構造形式の変遷）編 



 

 

 



橋
の

設
計

基
準

と
橋

梁
形

式
の

変
遷

（
中

小
橋

梁
）

特
殊

桁
橋

小
橋

梁
支

承
道

路
橋

示
方

書
示

方
書

・
指

針
・
基

準
合

成
桁

非
合

成
桁

鋼
材

・
ボ

ル
ト

プ
レ

テ
ン

ス
ラ

ブ
桁

プ
レ

テ
ン

中
空

桁
プ

レ
テ

ン
T
桁

ポ
ス

テ
ン

T
桁

R
C

ス
ラ

ブ
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
桁

J
IS

A
5
3
1
3

建
設

省
標

準
J
IS

A
5
3
1
6

建
設

省
標

準
R

C
溝

橋
プ

レ
ビ

ー
ム

桁
1
9
3
9
年

S
1
4

鋼
道

示
S
1
4
.2

～
1
9
5
5
年

S
.3

0
P

C
設

・
施

指
針

S
3
0
.4

1
9
5
6
年

S
.3

1
鋼

道
示

S
3
1
.5

R
C

標
準

示
方

書
S
3
1
.1

1
1
9
5
7
年

S
.3

2
溶

接
鋼

道
示

S
3
2
.7

1
9
5
8
年

S
.3

3
道

路
構

造
令

改
正

S
3
3

1
9
5
9
年

S
.3

4
鋼

合
成

桁
指

針
S
3
4
.8

S
3
4
年

制
定

1
9
6
0
年

S
3
5

S
3
5
年

制
定

1
9
6
1
年

S
3
6

P
C

設
・
施

指
針

S
3
6
.6

1
9
6
2
年

S
3
7

1
9
6
3
年

S
3
8

1
9
6
4
年

S
3
9

鋼
道

示
S
3
9
.6

溶
接

鋼
道

示
S
3
9
.5

R
C

道
示

S
3
9
.6

1
9
6
5
年

S
4
0

1
9
6
6
年

S
4
1

高
力

ボ
ル

ト
指

針
S
4
1
.7

1
9
6
7
年

S
4
2

1
9
6
8
年

S
4
3

P
C

道
示

S
4
3
.3

1
9
6
9
年

S
4
4

S
4
4
年

制
定

1
9
7
0
年

S
4
5

道
路

構
造

令
改

正
S
4
5

1
9
7
1
年

S
4
6

道
耐

震
指

針
S
4
6
.3

鋼
道

塗
装

便
覧

S
4
6
.1

2
S
4
6
年

改
定

1
9
7
2
年

S
4
7

道
示

Ⅰ
S
4
7
.3

鋼
橋

施
工

便
覧

S
4
7
.1

0
1
9
7
3
年

S
4
8

道
示

Ⅱ
S
4
8
.2

道
支

承
便

覧
S
4
8
.

1
9
7
4
年

S
4
9

1
9
7
5
年

S
5
0

S
5
0
年

制
定

1
9
7
6
年

S
5
1

河
川

管
理

施
設

等
構

造
令

支
承

標
準

設
計

S
5
1

1
9
7
7
年

S
5
2

S
5
1

1
9
7
8
年

S
5
3

道
示

Ⅲ
S
5
3
.1

1
9
7
9
年

S
5
4

鋼
道

塗
装

便
覧

S
5
4
.2

1
9
8
0
年

S
5
5

道
示

Ⅰ
～

Ⅴ
S
5
5
.2

S
5
5
年

改
定

S
5
5
年

改
定

S
5
5
年

改
定

1
9
8
1
年

S
5
6

P
C

材
変

更
W

e
b厚

1
5
0
㎜

1
9
8
2
年

S
5
7

道
路

構
造

令
改

正
S
5
7

1
9
8
3
年

S
5
8

1
9
8
4
年

S
5
9

道
R

C
床

版
指

針
S
5
9
.2

道
塩

害
指

針
S
5
9

1
9
8
5
年

S
6
0

1
9
8
6
年

S
6
1

1
9
8
7
年

S
.6

2
1
9
8
8
年

S
.6

3
1
9
8
9
年

H
.1

1
9
9
0
年

H
.2

道
示

Ⅰ
～

Ⅴ
H

2
.2

鋼
道

塗
装

便
覧

H
2
.6

H
3
年

改
定

1
9
9
1
年

H
.3

道
支

承
便

覧
H

3
.7

H
2
年

制
定

廃
止

1
9
9
2
年

H
.4

1
9
9
3
年

H
.5

道
路

構
造

令
改

正
H

5

1
9
9
4
年

H
.6

道
示

Ⅰ
～

Ⅴ
H

6
.2

H
6
年

改
定

1
9
9
5
年

H
.7

道
路

橋
復

旧
仕

様
H

7
.5

H
7
年

改
定

1
9
9
6
年

H
.8

道
示

Ⅰ
～

Ⅴ
H

8
.1

2
1
9
9
7
年

H
.9

1
9
9
8
年

H
.1

0
1
9
9
9
年

H
.1

1
2
0
0
0
年

H
.1

2
2
0
0
1
年

H
.1

3
2
0
0
2
年

H
.1

4
道

示
Ⅰ

～
Ⅴ

H
1
4
.3

2
0
0
3
年

H
.1

5
2
0
0
4
年

H
.1

6
道

支
承

便
覧

H
1
6
.4

2
0
0
5
年

H
.1

7
鋼

道
塗

装
便

覧
H

1
7
.1

2
2
0
0
6
年

H
.1

8

床
版

橋
・
桁

橋
適

用
年

鋼
橋

P
C

橋
パ

イ
ル

ベ
ン

ト
杭

小
橋

台
・
橋

道
路

橋
示

方
書

類
R

C
橋

R
C

T
桁

場
所

打
ち

道
下

部
指

針
S
3
9
～

S
4
8

小
数

主
桁

廃
止

L
=
5
～
1
3
m

L=
18
～
2
4m

L
=
8
～
1
5
m

L
=
1
0～

2
1
m

L=
10
～
2
0m

L
=
1
0～

2
1
m

L
=
8
～
1
5
m

L
=
2
0～

4
0
m

L
=
2
0～

4
5
m

L
=
1
4～

4
0
m

リ
ベ
ッ
ト

ト
ル
シ
ア

形

高
力
ボ
ル

ト

高
力
ボ
ル

ト

プ
レ
ビ
ー

ム

合
成
桁

L
=
2
0～

40
m

床
版
橋

エ
ラ
ス
タ
イ
ト

（
瀝
青
材
）

P
C
桁

線
支
承

ゴ
ム
支
承鋼
桁

線
支
承

鋼
桁

線
支
承

支
承
板
支

承

P
C
桁

ゴ
ム
支
承

R
C
床
版

L
=
2～

6
m

R
C
T桁

L
=
7～

1
1m

小
数

主
桁

合
成
桁
標

準
設
計

S
38
年

R
C
T桁

標
準

設
計
（
案

）

1
9
4
2（

S1
7
)

耐
候
性
鋼

材
採
用

1
9
9
8年

頃

F
1
1
T

L
=
5
～
1
0
m

鋼
桁

P
C
桁

ゴ
ム
支
承

溶
接
構
造

の
普
及

異
形
鉄
筋

S
D3
0

丸
鋼
鉄
筋

S
R2
4

合
成
桁
標

準
設
計

S
47
年

合
成
桁
標

準
設
計

S
54
年

プ
レ
T桁

プ
レ
Mス

ラ
ブ

プ
レ
CT
ス
ラ

ブ

R
C
溝
橋

R
C
溝
橋

プ
レ
キ
ャ

ス
ト
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橋
梁

形
式

別
の

架
設

年
代

の
推

定
ー

鋼
橋

橋
梁

形
式

別
架

設
年

代
の

推
定

ー
パ

イ
ル

ベ
ン

ト
式

鋼
橋

（
桁

橋
）
の

年
代

推
定

パ
イ

ル
ベ

ン
ト

式
橋

梁
の

年
代

推
定

パ
イ

ル
ベ

ン
ト

形
式

の
事

例
と

竣
工

年
代

. 小
橋

台
杭

基
礎

上
部

工
パ

イ
ル

ベ
ン

ト

　
杭

洗
堀

橋
台

（
背

面
土

留
め

）

中
抜

き
橋

台

上
部

工
パ

イ
ル

ベ
ン

ト

パ
イ

ル
ベ

ン
ト

橋
脚

鋼
橋

の
場

合
は

昭
和

年
代

末
及

び
平

成
年

代
は

橋
歴

板
が

あ
る

。
上

部
工

パ
イ

ル
ベ

ン
ト

プ
レ

テ
ン

I 
S
3
4
～

S
4
5
推

定
年

代
昭

和
4
0
年

代
S
3
0
～

S
4
0

昭
和

3
1
年

道
示

　
杭

基
礎

形
式

種
類

R
C

T
桁

 S
1
0
～

S
4
5

推
定

年
代

昭
和

3
5
年

S
3
0
～

S
4
0

昭
和

3
1
年

道
示

鋼
桁

 S
3
4
～

S
4
5

推
定

年
代

昭
和

4
0
年

代
S
3
0
～

S
4
0

昭
和

3
1
年

道
示

　
昭

和
3
0
年

～
4
0
年

代
の

中
小

河
川

橋
台

の
建

設
に

お
い

て
は

、
躯

体
部

分
の

掘
削

を
少

な
く

す
る

方
式

（
パ

イ
ル

べ
ン

ト
式

等
）

を
採

用
し

た
橋

台
が

多
か

っ
た

。
現

在
の

よ
う

な
逆

T
式

の
躯

体
で

は
な

く
、

躯
体

部
分

の
高

さ
が

2
～

3
ｍ

程
度

の
小

橋
台

で
あ

る
。

橋
脚

に
お

い
て

も
躯

体
断

面
の

大
き

い
橋

脚
よ

り
も

、
パ

イ
ル

ベ
ン

ト
式

橋
脚

が
多

い
こ

と
も

、
こ

の
時

代
の

特
徴

で
あ

る
。

な
お

、
昭

和
5
1
年

に
制

定
さ

れ
た

河
川

管
理

施
設

等
構

造
令

に
よ

り
、

パ
イ

ル
ベ

ン
ト

橋
脚

が
禁

止
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

の
た

め
、

こ
れ

以
降

は
パ

イ
ル

ベ
ン

ト
形

式
は

採
用

さ
れ

て
い

な
い

。

Ｈ
桁

の
場

合
は

、
見

分
け

は
つ

き
に

く
い

が
、

合
成

桁
の

方
が

支
間

長
に

対
し

て
桁

高
が

低
い

、
あ

る
い

は
主

桁
間

隔
が

広
い

の
が

一
般

的

→
非

合
成

桁
ｈ

/
L
=
1
/
1
8
～

2
0

　
 合

成
桁

　
ｈ

/
L
=
1
/
2
0
～

2
5

昭
和

4
8
年

代
以

降
 鈑

桁
の

非
合

成
桁

の
可

能
性

が
あ

る
。

昭
和

4
1
年

～
昭

和
5
5
年

代
 ボ

ル
ト

F
1
1
T
を

使
用

。

昭
和

3
4
年

～
昭

和
5
0
年

代
 鈑

桁
の

合
成

桁
の

可
能

性
が

あ
る

。
推

定
年

代

推
定

年
代

推
定

年
代

昭
和

4
5
年

代
昭

和
3
9
年

道
示

昭
和

4
5
年

代
昭

和
3
9
年

道
示

昭
和

5
5
年

代
昭

和
4
7
年

道
示

（
非
合
成
）

（
合
成

）

鋼
Ｈ
桁
橋
の
支
間
別
適

用
範
囲

（
新
日
鉄
住
友
エ
ン
ジ

-資
料
よ
り
）
Ｈ
鋼
サ
イ
ズ

鈑
桁

の
場

合

橋
建
協
1
99
3デ

ザ
イ
ン
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
よ
り

桁
橋
の

標
準
適
用
支
間
長

鋼
鈑

桁
（

非
合

成
）

昭
和

6
1
年

（
1
98

6）

鋼
鈑

桁
（

非
合

成
）

昭
和

5
0
年

（
1
9
7
5
）

（
F
1
1
T
使

用
）

鋼
H
桁

（
合

成
桁

）
昭

和
5
3年

（
1
9
7
8）

（
F
1
1T

使
用

）

鋼
H桁

（
合

成
桁

）
昭

和
5
3
年

（
1
97

8）
（

F
1
1
T
使

用
）

L
=
1
9
.
0
m

ｈ
=
0
.
8
m

ｈ
/
L
=
1
/2

4

鋼
H
桁

（
合

成
桁

）
昭

和
4
4年

（
1
9
6
9
）

L
=
2
4
.
5
m

ｈ
=
0
.
9
1
m

ｈ
/
L
=
1
/
2
7

「
道
路
橋
鋼
合
成
桁
の
歴
史
調
査
」

土
木
史
研
究
第
1
7号

1
99
7.
6よ

り

昭
和
3
5年

代

昭
和

4
5
年

代

平
成

7
年

代

平
成

1
2
年

代

パ
イ
ル
ベ
ン
ト
（
R
CT
桁
）

19
66
年
（
S4
1
）
L=
3＠

5
.2
ｍ

パ
イ
ル
ベ
ン
ト
（
PC
プ
レ
I桁

）
19
80
年
（
S
55
)

パ
イ
ル
ベ
ン
ト
（
PC
プ
レ
I桁

）
1
9
82
年
（
S5
7)

パ
イ
ル
ベ
ン
ト
（
PC
T桁

）
19
64
年
（
S3
9
)

パ
イ
ル
ベ
ン
ト
（
鋼
H桁

）
〇
〇
年
（
S〇

)

パ
イ
ル
ベ
ン
ト
（
鋼
H桁

）
19
66
年
（
S4
1)

 
保

全
セ

ン
タ

ー
「

保
全

技
術

者
の

た
め

の
橋

梁
技

術
の

変
遷

」
よ

り

事
例

事
例

事
例

事
例

昭
和
55
年
道
示
以
降
、
地
覆
幅
60
cm
、
地
覆
高
2
5c
m

昭
和

年
代

で
橋

歴
板

が
無

い
場

合
の

竣
工

年
代

の
推

定

-35-



橋
梁

形
式

別
の

架
設

年
代

の
推

定
ー

P
C

橋

P
C

プ
レ

テ
ン

I桁
（
プ

レ
テ

ン
床

版
）
）

年
代

1
9
5
9
年

（
S
3
4
）
⇒

1
9
8
0
年

（
S
5
5
）
⇒

1
9
9
0
年

（
H

2
)

P
C

プ
レ

テ
ン

T
桁

（
プ

レ
テ

ン
T
桁

）
年

代
1
9
6
0
年

（
S
3
5
）
⇒

1
9
7
1
年

（
S
4
6
）
⇒

1
9
9
1
年

（
H

3
)⇒

1
9
9
5
年

（
H

7
）
⇒

現
在

昭
和

3
4
制

定
　

L
=
5
～

1
3
ｍ

、
H

=
0
.2

5
～

0
.6

ｍ
昭

和
5
5
年

改
定

　
L
=
5
～

1
3
ｍ

昭
和

3
5
年

制
定

　
L
=
8
～

1
5
ｍ

昭
和

4
6
年

改
定

　
L
=
1
0
～

2
1
ｍ

平
成

3
年

改
定

　
L
=
8
～

1
5
ｍ

平
成

7
年

改
定

　
L
=
1
8
～

2
4
ｍ

P
C

プ
レ

テ
ン

ホ
ロ

ー
桁

（
プ

レ
テ

ン
中

空
床

版
）

年
代

1
9
7
5
年

（
S
5
0
）
⇒

1
9
9
1
年

（
H

3
）
⇒

現
在

P
C

ポ
ス

テ
ン

T
桁

（
ポ

ス
テ

ン
T
桁

）
年

代
1
9
6
9
年

（
S
4
4
）
⇒

1
9
8
0
年

（
S
5
5
)⇒

1
9
9
4
年

（
H

6
）
⇒

現
在

　
昭

和
4
4
年

制
定

　
L
=
1
4
～

4
0
ｍ

　
昭

和
5
5
年

改
定

　
L
=
2
0
～

4
0
ｍ

　
平

成
6
年

改
定

　
L
=
2
0
～

4
5
ｍ

　
プ

レ
テ

ン
ホ

ロ
ー

桁
が

制
定

さ
れ

る
以

前
　

　
2
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
3
4
0
、

3
6
0

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
7
0
0

　
2
.地

覆
側

形
状

：
③

　
3
.支

承
種

類
：
パ

ッ
ト

ゴ
ム

推
定

年
代

推
定

年
代

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
6
4
0

　
2
.地

覆
側

形
状

：
④

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
3
0
0
　

W
e
b形

状
直

　
2
.主

桁
間

隔
≒

1
0
5
0

　
3
.床

版
張

出
幅

4
0
0

平
成

2
年

道
示

推
定

年
代

　
2
.主

桁
間

隔
≒

7
5
0

昭
和

3
1
年

道
示

推
定

年
代

推
定

年
代

　
3
.床

版
張

出
幅

2
5
0

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
3
5
0

　
2
.主

桁
間

隔
≒

1
0
0
0

　
3
.床

版
張

出
幅

3
7
5

竣
工

年
 推

定
ポ

イ
ン

ト
竣

工
年

 推
定

ポ
イ

ン
ト

竣
工

年
 推

定
ポ

イ
ン

ト

橋
歴

板
有

が
多

い

　
1
.W

e
b形

状
直

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
5
0
0

　
2
.W

e
b幅

1
8
0

推
定

年
代

推
定

年
代

昭
和

6
3
年

代
昭

和
5
5
年

道
示

推
定

年
代

昭
和

5
0
年

代
昭

和
4
7
年

道
示

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
2
4
0
　

W
e
b形

状
直

　
2
.主

桁
間

隔
≒

1
0
0
0

　
3
.床

版
張

出
幅

3
7
5

平
成

7
年

～
現

在

竣
工

年
 推

定
ポ

イ
ン

ト

昭
和

4
0
年

代
昭

和
5
5
年

代
平

成
5
年

代

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
3
0
0

推
定

年
代

 橋
歴

板
有

が
多

い

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
4
0
0
、

5
0
0

　
2
.W

e
b幅

1
5
0
、

1
6
0

　
3
.床

版
張

幅
出

6
0
0
、

7
5
0

昭
和

5
0
年

制
定

　
L
=
1
0
～

2
0
ｍ

平
成

3
年

改
定

　
L
=5

～
2
1
ｍ

、
H

=
2
75

～
8
00

平
成

7
年

改
定

　
L
=
5
～

2
4
ｍ

、
H

=
3
5
0
～

1
0
0
0

プ
レ

テ
ン

I桁
型

枠
2
本

を
利

用
2
×

3
2
0
＝

6
4
0

推
定

年
代

推
定

年
代

S
3
4
～

S
4
5
⇒

昭
和

4
0
年

代

建
設

省
桁

　
昭

和
5
0
年

～
平

成
3
年

J
IS

桁
　

平
成

3
年

～
現

在
特

殊
（
メ

ー
カ

ー
製

作
）

昭
和

4
4
年

～
昭

和
5
4
年

竣
工

年
 推

定
ポ

イ
ン

ト
竣

工
年

 推
定

ポ
イ

ン
ト

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
7
0
0

　
2
.地

覆
側

形
状

：
①

　
3
.横

桁
の

存
在

：
②

、
支

承
種

類
：パ

ッ
ト

ゴ
ム

　
3
.支

承
種

類
：
帯

状
ゴ

ム

昭
和

3
1
年

道
示

昭
和

3
9
年

道
示

竣
工

年
 推

定
ポ

イ
ン

ト
竣

工
年

 推
定

ポ
イ

ン
ト

竣
工

年
 推

定
ポ

イ
ン

ト

竣
工

年
 推

定
ポ

イ
ン

ト

昭
和

3
5
年

～
昭

和
4
5
年

昭
和

4
6
年

～
平

成
2
年

平
成

3
年

～
平

成
6
年

推
定

年
代

昭
和

5
5
年

道
示

昭
和

6
0
年

代

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
3
2
0

　
2
.地

覆
側

面
形

状
：
①

②
③

　
3
.支

承
種

類
：
エ

ラ
ス

タ
イ

ト
又

は
鉄

板

昭
和

3
4
年

～
昭

和
5
4
年

昭
和

5
5
年

～
平

成
2
年

竣
工

年
 推

定
ポ

イ
ン

ト

昭
和

5
5
年

～
平

成
5
年

平
成

6
年

～
現

在

竣
工

年
 推

定
ポ

イ
ン

ト
　

1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
3
2
0

　
2
.地

覆
側

面
形

状
：
④

　
3
.支

承
種

類
：
帯

状
ゴ

ム

　
1
.下

フ
ラ

ン
ジ

幅
3
2
0

　
2
.地

覆
側

面
形

状
：
①

②
③

　
3
.支

承
種

類
：
帯

状
ゴ

ム

昭
和

4
7
年

道
示

推
定

年
代

昭
和

5
5
年

代
昭

和
4
8
年

道
示

S
4
0
～

S
5
0
⇒

昭
和

4
5
年

代
昭

和
3
9
年

道
示

橋
歴

版
有

が
多

い
無

い
場

合
は

平
成

3
年

代

S
4
6
～

S
5
5
⇒

昭
和

5
0
年

代

①
②

1
9
7
6年

（
S
5
1
)
L=

1
4.

6
m

1
9
8
8年

（
S
6
3
)
L=

1
6.

7
m

1
9
6
2
年
（

S
37

)
L=

1
3.

7
m

2
0
0
8
年

（
H
2
0
)

③
④

③

①

②
横
桁

④

事
例

事
例

事
例

昭
和
4
8
年

（
1
97

3
）

L
=
2
2.

0
m

平
成

1
6年

（
2
0
0
4）

事
例

事
例

昭
和

5
6
年

（
1
9
8
1
）

L
=
1
6
.
6
m

昭
和

58
年

（
1
9
83
）

L
=
1
6
.6

m

事
例

平
成

1
年

（
1
9
8
9
）

L
=
7
.
6
m

事
例

昭
和

4
6
年

（
1
9
7
1
）

L
=
1
1
.
9
m

昭
和

4
9
年

（
1
97

4
）

L
=
9
.0

m

昭
和

4
1
年

（
1
9
6
6
）

L
=
1
0.

0
m

昭
和

5
3
年

（
1
9
7
8
）

L
=
1
3
.
6
m

P
C
ポ

ス
テ

ン
T
桁

平
成

2
3
年

（
2
0
1
1）

L
=
3
3.

5ｍ

B
=
3
40

、
間

隔
1
70

0
（

1
5
0
0
+
2
0
0
）

P
C
ポ

ス
テ

ン
T
桁

（
1
9
96

年
（

H
8
)
L=

3
2.

1ｍ

P
C
ポ

ス
テ

ン
T
桁

1
9
8
2年

（
S
5
7
）

L
=
2
4
.
7
ｍ

平
成

6
年

（
1
9
9
4
）

昭
和

5
3年

事
例

事
例

平
成

1
年

昭
和

4
3
年

以
前

の
横

桁
形

状
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橋
梁

形
式

別
の

架
設

年
代

の
推

定
ー

R
C

（
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）
橋

　
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

（
R

C
橋

）
の

架
設

年
代

R
C

T
桁

橋
R

C
床

版
橋

R
C

T
桁

　
断

面
図

事
例

L
=
6
ｍ

～
1
2
ｍ

　
R

C
床

版
　

断
面

図
事

例
L
=
2
ｍ

～
7
ｍ

R
C

床
版

橋
の

年
代

目
安

　
（
昭

和
1
0
～

昭
和

5
0
年

代
）

推
定

年
代

・
支

承
部

を
エ

ラ
ス

タ
イ

ト
又

は
鉄

板
を

使
用

し
て

い
る

場
合

R
C

T
桁

橋
の

年
代

目
安

  
(昭

和
1
0
年

～
昭

和
4
5
年

代
）

昭
和

3
5
年

代
昭

和
3
1
年

道
示

・
標

準
設

計
（
S
3
4
）
を

目
安

に
推

定
・
支

承
部

に
帯

状
ゴ

ム
を

使
用

し
て

い
る

場
合

昭
和

3
5
年

代
昭

和
4
5
年

代
昭

和
3
1
年

道
示

昭
和

3
9
年

道
示

　
な

お
、

明
か

に
古

そ
う

な
橋

は
昭

和
2
0
年

代
と

推
定

　
な

お
、

明
か

に
古

そ
う

な
橋

は
昭

和
2
0
年

代
と

推
定

昭
和

1
4
年

道
示

昭
和

1
4
年

道
示

推
定

年
代

 
保

全
セ

ン
タ

ー
H

1
0
.3

「
保

全
技

術
者

の
た

め
の

橋
梁

技
術

の
変

遷
」
（
第

一
次

案
）
よ

り

6
.1

.4
標

準
設

計
の

変
遷

　
1
9
3
3
年

（
昭

和
8
年

）
に

は
「
府

県
道

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

T
桁

橋
標

準
設

計
案

」
が

内
務

省
土

木
試

験
所

で
作

成
さ

れ
て

い
る

。

 1
9
3
9
年

（
昭

和
1
4
年

）
の

鋼
道

路
橋

設
計

示
方

書
案

」
に

お
け

る
活

荷
重

の
改

定
に

伴
い

、
1
9
4
2
年

（
昭

和
1
7
年

に
「
鉄

筋
ン

ク
リ

ー
ト

T
桁

橋
標

準
設

計
案

」
と

し
て

改
定

さ
れ

た
。

 1
9
5
8
年

（
昭

和
3
3
年

）
に

建
設

省
土

木
研

究
所

で
「
ス

ラ
ブ

橋
標

準
設

計
」
が

作
成

さ
れ

て
い

る
。

 1
9
5
9
年

（
昭

和
3
4
年

）
に

は
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
T
桁

橋
標

準
設

計
」

が
日

本
道

路
協

会
か

ら
刊

行
さ

れ
て

い
る

。

RC
T桁

19
65
年
（
S
40
)L
=5
＠
6
.1
ｍ

R
CT
桁

1
95
6
年
（
S3
1)
L=
3＠

7.
8ｍ

RC
T桁

1
95
4年

（
S
29
)L
=3
＠
7
.6
ｍ

R
CT
桁

1
96
0年

（
S3
5)
L=
7.
8ｍ

RC
T桁
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道路橋⽰⽅書の変遷 作成 WG 
 

【第１期】  令和 2、3 年度 
技術委員  岩⽥  忠幸 株式会社明和技術コンサルタンツ 
橋梁部会  藤枝  英樹 中央技術株式会社 

WG   播⽥實 ⼀実 株式会社鈴⽊設計 
委 員  清⽔  和典 共同測量株式会社 

 ⽯井  祐⼀ 常陸測⼯株式会社 
 君崎  充政 株式会社⼋州コンサルタント 
 清和  信広 やまと技研株式会社 
 永井  昌⼰ 株式会社 LP 

書 記 若林  淳 国⼟建設コンサルタント株式会社 
 

【第２期】  令和 4 年度 
技術副委員  中村  直樹 株式会社かつら設計 

橋梁部会  藤枝  英樹 中央技術株式会社 
WG   播⽥實 ⼀実 株式会社鈴⽊設計 
委 員 関根  建⼆ 常陸測⼯株式会社 

 清和  信広 やまと技研株式会社 
 ⽥⼝  滋之 株式会社 LP 

書 記 若林  淳 国⼟建設コンサルタント株式会社 
 清⽔  秀和 株式会社光和コンサルタンツ 

 
【第３期】  令和 5 年度 

技術副委員  中村  直樹 株式会社かつら設計 
橋梁部会  藤枝  英樹 中央技術株式会社 

WG   播⽥實 ⼀実 株式会社鈴⽊設計 
委 員 関根  建⼆ 常陸測⼯株式会社 

 ⽥⼝  滋之 株式会社 LP 
書 記 若林  淳 国⼟建設コンサルタント株式会社 

 清⽔  秀和 株式会社光和コンサルタンツ 
 

      資料提供 岡  ⽂治  株式会社光和コンサルタンツ（Ⅲ編 参考資料） 
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